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様式1-2 平成7年度のP/F実施案件概要

国名:グアテマラ共和国

案件名:グアテマラ共和国東部農産物流通システム整備計画



ホンデュラス共和国フランシスコ・モラサン県シリア盆地農貰多様化針ホ

シり7盆地通が

ホンデュラス共和国lフランシスコ・モラサン県シリア盆農段業多様化計画

地域内の通鋪



ホン一㌔ラス几石目●lけランンノくコ・セナサンルリア址他職貰多様化冊
地域内でrl明する混泉

ホンヂュラス八和国フランシスコ・モラサン県シリア盆地畳選者甘化州
地域内て強情されていろマンゴの幼ふ



ホンジュラス共和国フランシスコ･モラサン県傾斜地小・中規模自立援助計画

地域内での土壌心浸食防止のために造られて石垣、石垣に沿って等高線栽培されている(Ojojuna)

ホンデュラ共和国フランシスコ.モラサン県傾斜地小･中規模農民自立援助計画
地域内農民対するLUPEの指導風景（Ojojorm)
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グアテマラ共和国東部農産物システﾑ整備計画

クァテマラ市卸売理し（メカルド・テルミナル）

テマラ共和国東部農産流通システム整備計画

グアテマラし卸売り（メルカドエル・テルミナル）内のト販売風景



グアテマラ共和東部部農産物流通システム整備計画

新改の卸売市場の内部

ダァテマラ共和国東部農産物流通システム整備計画
新設の卸売市場の内部



グアテマラ共和国東部農産物流通システム整備計画
エル・プログレン県　Lo de Chinaのスイカ畑
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Ⅰ.まえがき

(社)海外農業開発コンサルタンツ協会(.1虻A)調査Ei]は､平成7年6月2日から19日

までの期間､ホンデュラス共和国およびグアテマラ共和国において関係政府機関を訪問し､関係者と農

業開発計画に関する意見交換を行った｡この中で日本政府による技術および経済協力の対象として検討

に値すると思われる開発計画について､情報･資料の収集を行うとともに､現地踏査を行った｡

本報告書は､ 1)ホンデュラス国のシリア盆地および2)フランシスコ･モラサン県の農業開

発計画､ 3)グアテマラ国の農産物流通システム改善計画について､調査結果を取り纏めたものである｡

できるだけ早い時期に､日本政府の技術･経済協力の対象となることを強く希望している｡調査団とし

てもその方向に進むことを切に願っている｡

終わりに､本調査の実施にあたり､多大なるご協力をいただいたホンデュラス共和国およびグ

アテマラ共和国政府の関係者､アメリカ合衆国の技術援助機閑､在ホンデュラス大使館､在グアテマラ

大使館､ JICAホンデュラス事務所､ JICA派遣長期専門家および関係諸機関の方々に深く謝意を表する｡

平成7年6月

ADCA調査団団長

井上 暗喜



Ⅲ.各国の現状

1.ホンデュラス共和国

国土面積は112,088 Km2と日本の30 %の面積で､中米5ヶ国のなかでは第2位の大きさ

である｡ホンデュラスも他の発展途上国と同様に農業が基幹産業である｡すなわち､ 1992年の人口は

546万人､その内農業人口は56 %､経済活動人口は171万人で農業人口の占める割合は55%であり､

国内総生産に占める農業セクターの割合は24 %である｡

主要農業生産物は､バナナ､コーヒー､トウモロコシ､ソルガム､フリホレス(乾燥采豆)で

あり､バナナとコーヒーが主要輸出品目の-､二位を占めている｡一方､主食であるトウモロコシ､フ

リホレスおよび米のうち､トウモロコシと米は自給できていないため毎年輸入に頼っている｡その輸入

量は､生産量が早魅により左右されるため､消費量の約2 - 45 %と大きく変動している｡

ホンデュラスの農業地帯は､以下の5地域に分けることができる｡

1)中央部および西部の平地:木材生産､牧畜およびコーヒーの生産に用い

られている｡

2)北東部の海岸の平地:湿潤な熱帯性気候の地域で､土壌は肥沃でなく､

粗放な牧畜が行われている｡

3)南部の海岸の平地:乾期が長く､水資源が不足している｡

4)中央部の盆地:土壌は相対的にみて肥沃であり､水資源も上蛙交的多く､

トウモロコシ､フリホレス､イネの栽培が行われている｡

5)北西部の盆地と海岸の平地:最も肥沃な土壌地帯で､重要な輸出農業生

産物であるバナナプランテーション地域となっている｡

農業部門の生産額の伸びは､ 1980年- 85年間の間は年率1. 85 %と低成長であったが､

1985 - 90年の間ほ年率3.5 %に伸びた｡

ホンデュラス国の農業生産が停滞している原因として､以下の4点が指摘されている｡

l)耕地適地(国土面積の約15 %､約170万tu)の半分しか利用されていない｡

2)潅概普及率が低い(約15 %)｡

3)作物の単位面積あたり生産性カi低い｡

4)焼畑農業による土壌の浸食が生じている｡



2.グアテマラ共和国

国土面積は108, 889 km2と日本の29 %､我が国の]蛸至道と四国を合わせた面積よりやや大き

く､中米5ヶ国のなかで第3位の大きさである｡ 1992年に総人口は978万人で､その内農業人口は

51 %を占め､経済活動人口は280万人で､農業人口が占める割合は51 %であった｡国内総生産に占

める虚業セクターの割合は25%である｡

主要農業生産物は､ 1)食糧であるトウモロコシ､フリホレス､米､ 2)伝統的作物であるコー

ヒ-､バナナ､砂糖､カルダモン､綿､ 3)非伝統的作物と称される野菜･果物･花井類である｡食糧

は自給できず､国内消費量のトウモロコシは5 -
9 %､フリホレスは約3%､米は16 - 53‰を常に輸

入に依存している｡ 1993年の欧米への輸出総額の64 %を伝統的作物､ 17 %を非伝統的作物が占めて

おり､過去10年間に非伝統的作物の占める割合が約2. 4倍になっており､近年非伝統的作物の輸出

増加が著しい｡

グアテマラの国土は､その自然･社会的条件から､ 1)中央高地(Alti Plan°)､ 2)南部沿岸

低地､ 3)北部低地(Peten県､ Izabal県)の三つの地域に大別される｡農業地帯は､中央高地と南部

沿岸低地であり､北部イ射也は開発から取り残されている｡三地域の概要は以下の様である｡

1)中央高地:平地に乏しく､農地はl.a Sirra払dre LLl脈とLos Cuchl皿ataneS山脈の間

に点在する､海抜が東から西へ800 -
2,400 mと高度を増す盆地である｡気候は海抜が高

いため､熱帯にありながら温暖あるいは冷涼な気候で､降水量も東部(600 -
1600 m)杏

除けば2000 mmと多い｡

2)南部沿岸低地:太平洋沿岸に沿った幅50 - 70 k皿の低地である｡気候は熱帯サバナ気

候で､土壌も比較的肥沃であり､農業に適している｡いわゆる伝統的作物であるバナナ､綿

の栽培を中心に､機械化された大規模農業が行われている｡

3)北部低地:この地域は熱帯湿潤気候あるいは熱帯サバナ気候に属し､土壌が強酸性を示

し､表土も痩薄なため､グアテマラ国内では最も未開な地域である｡近年､中央高地に近接

した地域で石油が発見され､鉱物資源開発のためにインフラ整備が進み､それに伴い農民の

入植が進んでいる｡しかし､人口が希薄で経済価値に乏しく､農業開発ははとんど進んでお

らず､急速な開発の可能性は少ない｡



Ⅲ.計画地域の現状と農業開発計画

1.ホンデュラス共利国フランシスコ･モラサン県シリア盆地農業多様化計画

シリア盆地は､ホンデュラスの首都であるテグシガルパ(人口:61万人)の北方約90 kmに

ある面積約12, 000 ha､標高が海抜約600 mの盆地である｡盆地内をカリブ海沿岸のアトランティダ

県とヨロ県を通じて首都のテグシガノレ†を結ぶ幹線道路が通っており､最近舗装工事計画が進んでいる｡

舗装工事完成後には､カリブ海と首都への連絡が極めて便利になるため､シリア盆地は両地域への農産

物の重要な供給基地となる｡一方､地域内道路は十分な整備がされておらず､雨期には通行困難な道路

もある｡

現在の農業は､天水に依存したトウモロコシ栽培が主体であり､その大部分は平均耕作面鏡

8.6 haを所有する自作農により栽培されている｡潅概が可能となれば､トウモロコシの栽培が安定す

ると同時に､現在野菜抜培の盛んなコマヤグア盆地と標高がほぼ等しいので､コマヤグアで栽培されて

いる野菜･果物類(オクラ､トマト､ニンニク､チリモヤ､ナス､ラッカセイ､カボチャ類､カルダモ

ン､タマネギ､ピーマン､トウガラシ類､ホウレンソウ､サヤインゲン､ショウガ､アボガド､マン

ゴ)およびイネの栽培が可能となる｡盆地内に温泉が自噴している地域があり､温泉を利用した保養施

設､熱を利用した薫物の乾燥施設等が考えられる｡また､地域内道路の整備が必要である｡

調査は､シリア盆地全体でマスタープラン調査を行い､地域内の農業の多様化(栽培作物の種

類を増やすと同時に､地域内での農産物の加工を行い､付加価値を高める)を図るための農産物加工を

検討し､加工に適した作物の導入を図る｡

2.ホンデュラス共和国フランシスコ･モラサン県傾斜地小･中規模農民自立援助計画

フランシスコ･モラサン県は､ホンデュラス共和国中央部の山岳地帯に位置するため平地が少

なく､農業は点在する盆地および傾斜地で行われている｡また､この地域は､ホンデュラスの主要な

10河川のうちの4河川の流域であり､また､テグシガ)i,/シ＼の上水道の水源であり､ホンデュラス最

大のダムであるエル･カホンダムの水源となる地域でもある｡傾斜地地域における､ 1)森林伐採は､

水源療養林の消失による保水力の低下を引き起こし､ 2)不適切な圃場管理は､土壌の肥沃度の低下と

同時に土砂の流出を引き起こしてダム･堰等への堆砂の原因となり､ともにダムの貯水機能低下の原因

となっている｡この貯水機能の低下は､降水量が少なかった1994年渇水時に全国で長期間の停電が生

じた遠因とも考えられる｡

この様な現状の改善を目指した計画(L口PE)が､ホンデュラス国天然資源省とUSAIDの手で

1989年から8年計画で実施されている｡しかし､この計画は､傾斜地(15o以上)の農民に対する等



高線栽培技術指導および新しい作物の導入･栽培指導というソフト面に限られており､小規模な潅概施

設､集落から幹線までの農村道路の整備といったハード面を含んでいない｡農民は習得した技術を生か

し土壌の保全に努めているが､農産物の生産が不安定であり､また収穫物の搬出に困難を来している｡

これらの地域は､首都のテグシガルパに近く､野菜等の農産物の出荷が容易にできれま農民に現金収入

を得る機会をもたらす｡

3.グアテマラ共和国東部農産物流通システム整備計画

グアテマラ共和国の中央高地では､トウモロコシ､コムギ以外に非伝統的作物の野菜･果物･

花井の生産が盛んである｡非イ議定的作物の出荷先は､アメリカ合衆国､中米､グアテマラ市であり､出

荷先と生産地は概ね対応している｡アメリカ合衆国には､主に中央高原(グアテマラ市より西方､パン

アメリか､イウエーに沿った地域)の農家と契約したアメリカ合衆国資本の輸入業者･加工業者を通じ

て出荷されている｡中米､特に隣国のエル･サノレ(ドルには､主に中央高地東部および中央高原の農家

からエル･サルパドルから直接買い付けに来た仲買人を通じて出荷されている｡グアテマラ市の市場

(エル･テルミナノ畑]売市場)には､主に近郊農家から農民自身あるいは仲買人を通じて出荷されてい

る｡

現在､グアテマラ市の都市圏人口は200万人にも達しており､今後､青果物を含む農産物を

この都市圏に住む住民に供給することがますます重要になることは明らかである｡すでに､グアテマラ

市には米州開発銀行(BID)の予算で新しい卸売市場が1994年11月に完成しており､今後､グアテ

マラ国内の農産物流通システムの整備が重要となってくる｡

先にも述べたように､農民が主体となって集荷している例は少なく､仲買人あるいは仲介する

業者を通じて出荷しているため､農民の取り分が少なくなっており､農民の生活向上を計り､農民の生

産意欲を高めるためにも農民が主体となって出荷する体制づくりが必要とされる｡

現在､東部地区で日本政府の無償資金協力による小規模濯概計画が実施されており､この地区

の小規模感慨計画終了後のフォローアップのためにも､先ず､東部地区で農民が主体となった生産･出

荷組織の整備を計ることが､今後のグアテマラ国での小規模農民に対する農業技術および流通システム

改善指導のモデルケースになると考えられる｡

このため､東部地区内に農民が協同して出荷するための集出荷センターを設立する｡ここでは､

農民への栽培技術指導を行い､農産物の集荷､選別､出荷を農民が自ら手がけて農民の自立を促す｡



IV.総合所見

1.ホンデュラス共和国フランシスコ･モラサン県シリア盆地農業多様化計画

本地区は､ 1)首都のテグシガルパから90 kmと近く､また､カリブ海に面するアトランティダ県とを

結ぶ幹線道路が通っており､ 2)標高から両地区の需要に応じた作物の栽培が可能であり､ 3)多様化す

ることにより､人口を他地域から吸収し､都市への人口集中を抑えることが可能となる｡よって､早期

に開発調査を実施することを提言する｡

2.ホンデュラス共和国フランシスコ･モラサン県傾緋也小･中規模農民自立援助計画

平地での農業で生産性を高めることが重要であることば論を待たない｡しかし､フランシスコ･モラサ

ン県のように傾斜地が多く､主要な河川の流域である地域では､傾斜地の保全も重要である｡ともすれ

ば､潅木を薪として販売して現金収入を得ようとする住民に対して農業で現金収入が得られることを示

し､農業を営もうとする住民に対して直接役立ち､また､ USArDの援助を補完する計画のため､本計画

は一段と効果的になると考えられる｡

3
,グアテマラ共和国東都農産物流通システム整備計画

本計画は､現在日本政府の無償資金協力により行われている小規模感慨計画で建設された感激施設を農

民が有効に活かし､当初の成果を達成するためにも開発調査が早急に実施されることが望まれる｡
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1調査従事者略歴

(1)氏名 :井上 晴喜

(2)生年月日:昭和25年4月25日

(3)略歴 :昭手D49年3月

拝辞口51年3月

口研口58年3月

昭和61年3月

昭和61年7月-平成元年7月

平成元年9月-平成2年6月

平成2年10月-現在

(1)氏名 :バレリオ･グティエレス

(2)生年月日:1952年 4月28日

(3)略歴

昭和55年12月

日子拝口61年3月

平成元年3月

昭和53年8月-昭和54年7月

昭和54年8月-日H?J]57年3月

平成元年11月-現在

]日毎道大学農学部農芸化学科卒業

]日毎道大学農学研究科修士課程修了

]ビ毎道大学農学研究科博士課程単位修得退学

j日毎道大学農学部研究生修了

国際協力事業団長期派遣専門家

国際航業抹式会社札幌支店主任技師

国際航業株式会社海夕惇業本部主任技師

ホンデュラス国立大学卒業

埼玉大学農学研究科修士課程修了

東京大学農学研究科博士課程修了

天然資源省水資混同技師

通信･公共事業･運輸省土質力学研究室長

国際航業株式会社海外事業本部

ホげユラス事務所長



2 調査日程

6月 2日(金)

6月 3日(土)

6月 4日(日)

6月 5日(月)

6月 6日(火)

6月 7日(水)

6月 8日(木)

6月 9日(金)

6月10日(土)

6月11日(日)

6月12日(月)

6月13日(火)

6月13日(水)

6月14日(木)

6月15日(金)

6月16日(土)

6月17日(日)

6月18日(月)

年6月2日-6月19日 (18日間)

井上

成田発/マイアミ着

マイアミ発/テグシガルパ着

調査打ち合わせ

バレリオ

井上と合流

天然資源省､在日本大使館､ JICAホンデュラス事務所表敬

現地踏査

現地踏査

現地踏査

天然資源省に報告､ LUPE､口SAID事務所訪問･資料収集

資料整理

テグシガノレヾ発/グアテマラシティ着

在グアテマラ日本大使館表敬､資料収集

農牧･食糧省企画局､農業総局､非伝統作物輸出協会､テルミナノL&P売市場

新設の卸売市場(CEN祉A)､市役所､現地踏査

現地踏査

在グアテマラ日本大使館､農牧･食糧省に項地調査結果報告

グアテマラ発/ロス･アンジェルス着 グアテマラ発/テグシガノレ〈着

ロス･アンジェルス発

成田着
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(1)ホンデュラス

天然資源省
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アメリカ合衆国国際開発庁(USAID)

Xichael L. Wise

John P. Warren

Guillermo AIvarado Iわ甘ning

水資源局長

水資渡局計画課長

水資源局潅概排水課長

水質混同潅概排水技師

農業･天然資源担当部長

天然資源･環境課長

農業政策担当課員

土地改良･生定性向上計画(IJand Use and Prcxluctivity Enhancement, LUTE)

Miguel A. Sanchez
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Arturo Rojas
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国際協力事業団ホンデュラス事務所
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HONDURAS

Ernesto Bondy Reyes (1989), Micro Proyectos de Riego, I)irecci6n de Recurs()s Hidricos,

Honduras

関係地形図(1/50,000) ､ (1/1,400,000)､ (1/1,000,000)

GロATEIALA

INE (1990) EstadistiGIS de Transporte de Guatemala

lhTE (1991) AJlalisis de Situacion Guatemala

MAGA (1993) Proyecto Rio Polochic Control de lnundaciones y Desarrollo Rural lntegrdo

姐AGA (1993) Desarrollo del Valle del Rio Polochic a Base de Recuperacion de Tierras y

虹edidas de Xanejo y Conservacion

Ministerio de Agricultura (1981), Estudios lntegrado de A6reas Rurales

S【ECA (1992), Apreciaciones Preliminares sobre el Efecto para Centroam6rica. 1a

Comunidad del Caribe-CARICOM y la Repdblica Dominicana del Tratado de Libre Comercio de

Norteam6rica (TLC)
-

Versi6n Preliminar

SIECA (1993), Politicas Econ(如cas Vigentes en los Paises Centroamericanos a Enero de

1993

SEGEPLAN, USPADA (1987) Plan Maestro y Estudios de Prefacibilidad de Xercados de Origen

(Centros de Acopio)

SEGEPLAN (1992), Prioridades Sectoriales para I,a Reducci6n de la Pobreza dentro del

Programa de lnversiones Publicas

SEGEPLAN (1992) Estudios de Factibilidad de Mercados Kinoristas

SEGEPLAN (1993), Prioridades Geogr畠ficas y de Grupos Socioecon6micos para la

Focalizacion de los Esfuerzos Gubernamentales en Kateria de Reducci6n de la Pobreza

UNEPCENKA (1995) Central Hayorista de Abastecimiento de la Ciudad de Guatemala
-

Breve

Resumen del Proyecto CENMA

UPCKA (1980) Central Kayorista de Abastecimiento y Terminal de Buses de la Ciudad de

GuateⅡlala, Estudios de Factlbilidad, Informe de la Fase I, Volumen I

UPCKA (1980) Central Xayorista de Abastecimiento y Terminal de Buses de la Ciudad de

Guatemala, Informe de la Fase I, Volumen II

UPCHA (1980) Central Xayorista de Abastecimiento y Terminal de Buses de la Ciudad de

Guatemala, Informe de la Fase I. Volumen Ill

UPC虹A (1981), Central甘ayorista de Abastecimento y Terminal de Buses de la Ciudad de

Guatemala lnforme Sumario de Proyecto



UPC止A (1981) Centralぬyorista de Abastecimiento y Terminal de Buses de la Ciudad de

Guatemala, Estudios de Factibilidad. Infome de la Fase II, Volumen I
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USPADA (1993). Recopilacion de Estadisticas Agropecuarias

USPADA (1995) Infome Preliminar Consolidado de Consultas a Nivel Regional
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APLICACIO.N' PARユ COOPERACIOド TECh'ICA

DE ESTしDIO DE DES.1RROLLO

poR EL GOBIERNO DE JAPON

1. RESUMEN DEL PROYECTO

l.1 Titulo del Proyecto

pLAN MAESTRO DE DIVERSIFICACION AGRICOLA DEL VALLE DE

sIRIA, DEPARTAMENTO DE FRANCISCO MORAZAN

1.2 Localizaci6n

EI proyecto se encuentra localizado en el valle del rio

playa5 6 Valle de Siria, politicamente comprendido
en la

Jurisdicci6n del municipIO
de EI Porvenir, Departamento

de Francisco Moraz丘n, a 75 km･ de la ciudad
de

Teguclgalpa.

La ternperatura media anual de esta zona es de 23･1oC y

las variaciones estacionales
van de 19.7oC en enero a

25.10c en mayo. EI clima
se puede definir como "c且1ido

de tr6pico sin cambios t6rmicos estacionales''･ La

precIPitaci6n promedio es de 1,275･3 mm･

Ver Anexo 1

1.3 Agencia Ejecutora

l.3.1 Nombre de la Agencia

Direcci6n General de Recursos Hidricos, Ministerio

de Recursos Naturales.

1.3.2 N丘mero del personal
de la

agencia (en base a

categorias)
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1.3.3 Presupues亡o asignado a la agencia (Lempiras,

LPS)

A汽o Fisca1 199二 1q93 1994

Tasa cambio LPS/USS 5.60 6･58
~

つ｢

DirecciL5n de Recursos

Hidricos T,9S2.156 6,680,OTS ヰ･119.6SS

Ministerio de

Recursos Naturales 151,390,1Sl 146,3ヰ2,262 コ03,511,260

1.3.4 0rganlgrama

ヽ'er Anexo 2

1.4 Justificaci6n del Proyecto

l.ヰ.1 Condiciones actuales del sector

El畠rea de la Rep凸blica de 日onduras es de 112,ヰ92

Kn2, siendo e1 30Tb del丘rea de JapLin, es el segundo

pais en extensi6n de los 6 paises que conforman

centro Amさrica. Honduras, asi como los dem丘s

paises en desarrollo, tiene en la agricultura su

nBcleo de producci6n, siendo ese el sector rn良s

importante de la economia
del pais･ Por eJeTnPIo,

en 1992, 1a poblaci(5n del pals rue de 5,ヰ60,000

habitantes y la
agricultura emple6 e1

55% de la

poblaci6n econ6micamente activa y cubriendo e1
24ro

del Producto Nacional Bruto (PNB) y 75% del total

de exportaciones teniendo el primer lugar de todos

los sectores.

sin eTnbargo, 85% de los productos de
exportaci6n

son bananos, caf岳, y camarones, mientras que la

importaci6n de granos basicos como maiz, arroz

frijoles est且incrementando cada a汽o･ Esto

causado por deficit de
producci6n

e incremento

Ⅴ
-
S

e

e

d

1a poblaci6n. La cantidad irnportada tiene una gran

fluctuaci6n, entre un 2 a un 45rb del consuTnO total.

For otra parte la producci6n per c丘pita es de

Lps.1,150 en el sector agricola, mientras que es

Lps.9,730 promedio en los otros sectores･ La baja

productividad agricola resulta en un gran diferen-

cial de ingresos entre el色rea urbana y rural･

Las regiones agricolas de Honduras son 5 y se

clasifican asi:



1.

3

RegiLf'n Plana Centro-Occi(1ental: pre〔1〔)mind la

industria forestal. 1a ganaderia, cultivo de

cafさ.

｢

ReglOn Plana (lel Litc)ral Nor-Este: es una

regi6n de clima tropical hGme(lot donde no hay

fertilidad del suelo ∫ donde se realiza una

ganaderla de poca escala･

=E
=

ヰ.

5.

Re望i6n Plana del Litoral Sur: 1a 占poca seca

es muy prolongada! y los recursos hidricos son

rnuV eSCaSOS.

Regi6n de Valles Central: en general hay

fertilidad del suelo, los recursos hidrico5

son comparativamente bastantes･ Los 亡ultivos

principale5
SOn maiz, rrijoles y arroz･

Regi6n Plana de Valles y de Litoral Nor-Oeste:

es la regi6n mÅs f占rtil, se hacen ユas

exportaciones princlpales
de productos

agrlcolas, y corresponde a las plantaciones de

banano.

El incremento del volumen de la producci6n agricola

en el periodo 198011985 fue de l･85To) siendo un

crecimiento muy bajo, sin embargo en el perlodo

1985-1990 fue de 3.5% TT10Strando
un rnarcado

incremento.

Asi, se pueden mencionar
como causas del estanca-

miento
de la producci6n agricola en Honduras las

slguientes cuatro:

1. Las tierras agrlcolas disponibles se calculan

en l1683･276 has･ 1as cuales se est&n usando en

una intensidad muy limitada.

2･ Las tierras regadas. son solo el 18% (74,374

has.) de las pote□clalmente regables (400,000

has.).

3. La producci6n por unidad
de 丘rea es muy baja

ヰ. La agricultura mediante el sistema de tala y

queJTla Produce erosi6n del suelo･

1.4.2 politica de desarrollo sectorial del gobierno

local o nacional.

A efecto de lograr la autosuficiencia alimentaria y

suavizar el gran diferencial de ingresos entre el

Area urbana y rural el Gobierno de Honduras hace

esfuerzos no solo en la pa,rte de Hardware tales
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como el desarrollo y/o mejorarniento
de infrae5tru亡I

tura de productivida(1 y nerca(leo sino tambiin en ia

parte de Software tat comLI PrOducci6n
de cultivos

rentables, reforma agraria･ 5erVicios para peque員os

y medianos agricultores･
decrecimiento de peque汽os

agricultore5 y desarrc)ユlo agri⊂ola para creaci6n de

oportunidades
de emple()I

1.i.3

1.ヰ.4

1.4.5

problemas a se√ resueltos en el sector

Migra⊂i6n de la poblaci-6n del且rea rural para

el area urbana.

Baja producci6n
de granos b丘sicos

Baja produccidn de los cultivos para

exportaci6n.

Falta de pr･ocesamiento
de productos agricolas

perfil del Proyecto

El estudio del Plan Maestro tendr色los slguientes

componentes.

a) Riego en mediana y peque汽a escala

b) Producci6n agricola: asistencia t6cnica'

asistencia financiera, organizaci6n,

capacitaci6nl PrOCeSamiento de productos

agricolas y comercializaci6n･

c) Rehabilitaci6n de caminos

a) Protecci6n de las cuencas y desarrollo

forestal.

e) Infraestructura social: agua potable y

saneamiento b&sico.

f) Infraestructura turistica para aprovecharniento

de aguas termales･

prop6sito del Proyecto (objetivos de corto

plazo).

a) Mejorar el nivel de vida de los agricultores

mediante la elevaci6n de ingresos con el

aprovechamiento racional de los recursos

hidricos en un sisterna de diversificaLCi6n

agrlcola.
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b) Generar mayoreS fuentes de trabajo en la zona

rnediante el prLICe5amiento
de p_roductos agrico-

1as. para que a su vez incrementen el valor

agregado de 1(-s mism(1S･

c) Retener la nano de obra campesina
en las &reas

rurales para evitar
su migraci6n hacia ユas

grandes ciuda(les como Teguclgalpa･

1.i.6

1.4.7

1.4.8

Meta5 del Proyecto (objetivos de mediano y

largo plazo)

a) La diversificaci6n agricola y la construcci6n

de la infraestrtlCtura rural de la zona propi-

⊂iar丘n elevar el nivel de ingresos familiares

y asi mejorar el nivel de v上da
de la zona･

b) El incremento de la producci6n y productividad

agropecuaria incidir丘en la consecuci6n de una

seguridad alimentaria en los productos tra-

dicionales y promover&.lab producci6n comercial

con fines de exportaci6n.

c)

a)

b)

siendo una zona 和uy cercana a la ciudad capi-

tal servirま
como modelo de desarrollo rural

tecnificado, promoviendo la retenci6n de mano

de obra campesina
en las 且reas rurales† evi-

tando asi el flujo dernogr色fico hacia Teguci-

galpa, donde esa poblaci6n entra a formal

parte de las villas de rniseria
con trabajos

ocasionales
o del todo sin trabajo y convir-

ti占ndose en carga social.

Futuros beneficiarios

En forrna directa ser丘n beneficiados m丘s de

1,900 agricultor占s
de la zona･

En forma indirecta ser&n beneficiados los

habitantes de la§ comunidades
de Saロ lgnacio y

EI Porvenir, aproxi皿adamente unos 18,500 habi-

tantes

prioridad del proyecto dentro del Plan Nacio-

nal de Desarrollo o Programa de Inversi6n

Pdblica.

i
censo de Poblaci6n de 1988
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Este Estu(lio es de alta prioridad dentro del Plan

de Acci8n programado per la Direcci6n General de

Recursos Hidr･icos para eje⊂utarse dentro de los

pr6ximos 5 a汽os･

1.5 Calendario deseado Ll tiempo de comienzo qel proyecto

Es deseo de la instituci6n que el estudio comience
en

abril de 1996 y de acuerdo al cronograma slguiente:

CRONOGRAHA

_I--I---------I----I-----1-Ill---I----------I--I--I-----I--I---------I---I----Ill-1--1-I--I----I1---I----I-一------I--I------~

.__-....-------------------------------------.----------------------------------------------------------------"-..-".-.-

ACTImADPO‖ES 1 2 3 1 5 & 7 8 9 1O ll 12 13 14 15 1i ll 18 19 20 21 22 25

Estudio PreliJinar(I)

Preparacionesparl el

Estudio

Selecci8ny Contr3tO

de Consultores

Preparaciもnde Despacho

de EquIPO

Estudiode CdJPO (en

Honduras)

Estudio en Japan (叫

Explicaci5ny ConsultlS

sobre 8orrador de lnforle

Final

Colentariossobre lAForle

Final For ContT3Parte

Preparaciもnde l爪for)e

Final

presentaci如de王nForle

Final

(1】 (2) (3)

_-__-1_I_---1p----I-------I-I-一--1一--1111--I-----I--I----I-一一------------I.---I-I-I--I--I-----I---一------I---I-I----ll--I----~1-.

-.--___.-.-1L...J._44444---I------------A-----I--------------A-------------------A--I-----------------------------------.-..-.

月OTAS:

Ⅰれfo(fe lRicill, (2) 1nforlf JI AyIRCf, (】) 1nforl( lntf(IIJio

【1 EItVJio Prfli[iMT …Iiltl
= Pr(‖r=ioJn Jll Proyecto, ●●tqJio d4 CH叩. di-●i=1 80brf lo●

llc=cll Jfl I(JbJjo (S/I. ScoM Of lo(k).

【1 【ItUJi==りdn亡=ilt=n (1) 1【′=Iil dl山to●. JffCUbriJi川tCJ, Y OtrO.I (h) ⊂MfirAui4^ Jf

tACtibilidzd o yiJbilidlJ Jll ?(orlCtO, (c) I(りl(1Cidn i(I borr4do( fiMl.



l･6 Fuente de finan.ciamiento esperado y/o asistencia

(incluyendo de c,rlgen eXternO)

La ruente de rinanciamiento esperada es del Gobierno de

Jap占n mediante su programa de ayuda no reenbolsable･

i/ Otro5 PrOyeCtOS relacionados･ si
hay

No hay

つ
Tirminos de Referencia del Estudio Propuesto

2.1 Necesidad y JustificaciLf,n del Estudio

Honduras de su丘rea total de 112,ヰ92 k打声 se estima que e1

25T'tiene potencial para uso agricola y pecuario, e1 66%

es tierra monta汽osa forestal y el resto son manglares'

tierras urbanas y otros tipos no determinados･

El uso actual de la tierra con fines agropecuarios e5

aproximadamente de 4･O millones 〔ie has･, aunque el uso

potencial es de solo 2･8皿illones de has･ (es debido al

uso de laderas altas para la agricultura migratoria)･
De

este total unas 7ヰ,374 has. (18%) tienen infrae5truCtura

de riego, de un potencial de aproximadamente
400,000 has･

de terrenos plan°s y aproximadamente otras 100,000 has･

distribuidas en peque売os valles intermontanos y parcelas

de ladera.

La ma.vor parte de la agricultura que se practica en el

pais es de secano) lo que la hace memos productiva) y d&

1ugar a una sub-utilizaci6n de la mano de obra

disponible.

seg屯n los indicadores econ6micosl del total de hogares

hondure汽os bajo la line且 de pobreza, e1 71ro son rurales,

lo que refleJa que nO Solo la dotaci6n de tierras es

necesaria para la producci6n nacional, sin° tambi占n

acornpa触rla de medidas compensatorias
como ser educaci6n,

salud, vivienda y tecnologia adecuada para la producci6n

efectiva.

por lo antes expuesto y COnSiderando 可ue el Valle de

siria es uno de los valles que cuenta Con un elevado

potencial para el desarrollo y la diversificaci6n

agricola y For encontrarse eXCele□temente ubicado cerca

de la ciudad capital, y en el camino intermedio que

conduce a la Costa Norte sobre la carretera central' se

ha seleccionado este valle para realizar
un estudio de

plan Maestro y de Factibilidad a efecto de determinar la

viabilidad t6cnico-econ6mica
de la diversificaci6n

agricola
en esa zona･
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二.コ Necesidad y Justificaci6n de la Cooperaci6n T6cnica

Japonesa

se est孟 solicitando la co叩eraCi6n
tanto t6cnica como

econ6rnica del Gobierno de Jap8nT debido a la

insuficiencia de recursos econ6mico5 COn que Cuenta

nuestro pals; y 5e justifica For el alto grado de

desarrollo tecno16gico que ha alcanzado Japan y su

con･stante apoyo al Gobierno de Hondura5 en eSta ∫ OtraS

且reas.

2.3 0bjetivos del Estudio

Los objetivos del Estudio son:

(1) Formular el mÅs adecuado Plan de Desarrollo de los

Recursos Hidricos del valle.

(2) Formular el mÅs racional y econ6mico Plan de

Diversificaci6n Agricola del &rea del
estudio

tomando en cuenta el Plan de Desarrollo de Recursos

Hidricos propuesto arriba･

(3) Realizar un estudio de factibilidad para el

proyecto formulado･

コ.4 Area a ser cubierta For el Estudio

EI Valle de Siria est丘localizado aproxirnadarnente
a 75

km. al Norte de la ciudad de Teguclgalpa, capital de

Honduras (la coal tiene una poblaci凸n
de 610,000

habitantes). El area de este Valle es de aproximadamente

12,000ha. y esta a una elevaci6n de unos 600 msnm･･ For

el valle atraviesa la carretera central 可ue une los

departarnentos del Litoral Norte coTnO Ser Atl&ntida y Yoro

corl la ciudad de Tegucigalpa. Esta carretera

recientemente se est丘 planificando su pavimentaci6n, 1o

cual haria muy conveniente el transporte entre la Costa

del Caribe con la capital y convertir且al Valle de Siria

en una base importante de suministro de productos

agricolas para ambas
zonas･ Aparte de eso las carreteras

que est&n dentro del valle no tienen el mantenimiento

suriciente For lo que en epoca de lluvia el transporte se

vuelve 和uy diflcil.

La agricultura actual depende de la lluvia y consiste

principalmente
en la siembra de malzl el cual es

cultivado por agricultores con promedio･de tenencia de

tierra de 8.6 has. Si el riego ruera posible, al mismo

tiempo 可ue se estabilice el cultivo
de malzI COnSiderando

que la zona del Valle de Comayagua ha tenido 6xito en el

cultivo de hortalizas y que tienen aproximadamente
la

misma elevaci(うn sobre el nivel del mar, 1os cultivos que



9

se producen en Comayagua de hortalizas y frutas (okra'

tomate. ajo, cacahuate. ayote. cardamomo, cebollat chile･

pimienta. espina⊂a, ｣udla, ｣enjibre, aguacate､ mango,

etc.) asi como arroz. son tambi占n posibles
de cultivar en

el Valle de Siria.

ApaTte de eso en el valle est丘1ocalizada
una fuente de

aguas termales･ ユas cuales
se pueden usaf tanto para

recreaci6n como para instalaciones de secado de lLIS

granOS･

se considera tambi6n necesario
la rehabilitaci6n de ユas

carreteras dentro del valle, 1a diversificaci6n agricola

de la zona y el procesamiento de los productos agricolas'

a fin de incremental el valor agregado de los Tnisnos･

2.5 AIcance del Estudio

EI Estudio de Factibilidad del Proyecto ser丘11evado a

cabo como slgue:

(a) colecci6n y an且1isis
de datos de topografia'

suelos, hidrologia, geologia,
uso de la tierra'

organizaci6n de agricutoresl agricultura･ irriga-

ci6n, economia rural, mercadeo, infraestructura

rural y problemas de medio ambiente･

(b) Formular el Plan de Desarrollo

(c) Realizar diseaos preli,ninar?s
de ユas principales

instalaciones.

(d) Preparar el prograTna de implernentaci6n del proyecto

(e) EstiTnar los costos de operaci6n y mantenimiento

(∫) Esti皿ar el costo total del proyecto

(g) preparar programas de desembolso de los costo5 del

proyecto de acuerdo con el plan de irnplementaci6n･

(h) Estimar el costo econ6mico dell proyecto y su

prograrna de distribuci6n y el estimado
de los

beneficios econ6micos anticipados.

(i) Evaluar los impactos del proyecto incluyendo el

ambiental.

2.6 Programa del Estudio

La duraci6n del Estudio serま de 18 meses
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EI Equipo de Estudio sera el sigui?nte:

uNIDADES.･ HOトIBRES/MES

TRABAJO EN TRABAJO EN

ト†A T E R I A HONDURAS JAPON TOTAL

Jere de Equipo

Meteorblogia e flidro-

logla

Geologia

suelos y Uso de la

Tierra

Agricultura

socio-Economia

Riego y DrenaJe

lnfraestructura Rural

Dise汽o y Estimaci6n de

Costos

EvaluaciL5n de Proyecto

Medio Ambiente

Fore5tal

0

5

0

0

つJ

つム

3

っJ

0

0

0
0

0

5

5

つJ

5
つJ

0
5

0

0

つ]

1

2

2

0

0

0
0
V
)
0
5

5
′b

1

l

/b

l

′D

l

1

1

0

0

0

5

ヰーヽ)

5.0

T 0 T A L 87.0

つ 7 Importantes productos esperados del Estudio

EI Estudio proporcionar丘 mediante el an且1isis
de la

informaci6n recolectada sobre el Valle de Siria: un plan

de diversificaci6n agricola que contendr丘Ios
dise汽os

preliminares de ユas principales instalaciones de riego en

peque員a y mediana escala y otras infraestructuras para

procesaniento y secado de cereales, rehabilitaci6n
de

caminos) protecci6n de cuencas y desarrollo forestal) asi

como para la inrrae5truCtura SOCial･

2.8 Solicitud del Estudio a otras agencias donantes) si hay

N. se ha hecho solicitud de este estudio
a otra agencia

donante.

2.9 0tra informaci6n relevante, si hay

En･ marzo de 1994 una Misi6n de ADCA hizo un

reconocimiento de campo del且rea de estudio habiendo

llegado a una conclusi6n de que es necesario hacer una

evaluaci6n de los recursos hidricos del valle para

deterrninar su potencial de desarrollo･ Identiricaron

corno posibles fuentes de riego el rio Playas y Sa･n Jos卓

y otros dos afluentes alternativosl los rios Siria ∫

Obispo.
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Facilidades e inforrnaciL5n para el Equipo de Estudio, etcI

se proporcionar且 el
local para oficina y el personal tさcnico

de contraparte 可ue sea requerido･ La Direcci6n de Recursos

Hidrico5 Cuenta com un Departamento de Hidrologia y Climato-

logia que facilitari toda la informaci6n concerniente al

estudio.

3.1 Asignaci6n de personal
de contraparte de la Agencia

Ejecutora para el Estudio (n也TnerO, formaci6n acad岳mica'

etc.)

La Direccidn de Recursos Hidricos dispone del personal

tさcnico capacitado
a nivel universitario y con basta

experiencia en los campos requeridos para llevar a cabo

este estudio:

Ingeniero de Suelos

lngenieros Agr6nornos

lngenieros en Riego

lngenieros Civiles

Economistas

l

つ】

つ]

つ】

つ一

3.2 Datos disponibles, informaci6n, documentos, rnapas' etc･

relacionados al Estudio (favor agregar lista)

Existen todos los datos necesarios para la realizaci6n de

url eStudio de esta naturaleza,
como ser:

Datos hidro-meteorol占gicos

Mapas topogr且ficos y geo16gicos 1:50,000

un estudio a nivel de prefactibilipdad realizado en

1972 por Consultores Latinoamericanos (CLASS) de

Lima, Per也.

Tambiin se dispone de los dltimos datos del Censo

Nacional Agropecuario realizado
en 1993, relativos

a uso de la tierra, No. de parcelas, etc･

3.3 Informaci6n sobre las condiciones de seguridad
en el且rea

de estudio.

El area de estudio no atraviesa conflicto y por lo tanto

es completarnente segura para cualquier equlPO de estudio･

Temas globales (medio ambiente, 1a mujer
en el desarrollo,

pobreza, etc.)
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ヰ.1 Componentes amhientales (tales como control de

c｡ntaminaci6n, abastecimiento
de agua. alcantariltado･

manejo arnbientaI, silvicultura, biodiversidad) del

proyecto. si
hay･

se disTninuiri la demanda de tierras nuevas en

la(1era para uso agricola orreciendo
la

alternativa

de intensificaci6n y diversificaci6n de
cultivos

en

el valle. Esto disminuir丘1a presi6n sobre el

resto de las 且reas que pueden ser mas importantes

para el habitat de v上da silvestre,
o para la

protecci6n de cuencas･

proporciona una alternativa econ6mica
a las activi-

dades de nocivas al medio ambiente
como ser el

cultivo
de ladera, corte y quema, etc･

i.2 Impactos ambientales anticipados (ambos naturales y

sociales) For el proyecto, si hay･

Los impactos ambientales previstos son positivos pues se

rnitigar丘Ia deforestaci6n y erosi6n en ユas zonas aleda汽as

al丘rea de estudio.

ヰ.3 Las mujeres como principales beneficiarias o no

Las condiciones econ6micas de las 丘reas rurales

nuestro pals imponen que todos ios miembros h&biles de

familia tomen parte en la actividad productiva･
Por

tanto la mujer tanbi占n cumple con una funcidn

particIPar en las labores agricolas tales como:

maneJO, COSeCha y procesamiento
de granos･

e

a

0

1

1

d

-

l

a

e

4.4 Componentes del proyecto que requieren especiales

consideraciones para la mロjer (tal como diferencia de

g6nero, rol especifico
de la mujer, participaci6n

de la

mujer), si bay.

No se requieren

4.5 Impactos anticlpados sobre la 皿uJer CauSados por el

proyecto, si hubiesen

De ejecutarse el proyecto surgirian diversas actividades

laboraLles en el area, en algunas de las cuales se

incluir&n muJereS, tales coTnO la microindustria y

COmerCIO.
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ヰ.6 Componentes de re(1ucci6n 〔ie pobreza del proye⊂to･ si hay

Al ampliar la actividad plc)ductiva se originarian fuentes

de trabajo para la poblaci6n,
lo que incidiria de manera

directa a incremental el ingreso para asi mejorar el

nivel de vida de la poblaci6n
en general en eI丘rea del

proyecto･

i.7 Alguna moiestia contra la poblaci6n
de bajos ingresos

causada For el proyecto･

No, al contrario,
1a poblaciL5n

de bajos ingresos ser丘

benericiada, elevan(lo su nivel 〔ie vida･

5. Garantias del Gobierno de la Reptiblica de Honduras para

facilitar la conducci6n constante y eficiente del Estudio, el

Gobierno de Honduras deber且 tomar las nedidas necesarias para:

5.1 Garantizar la seguridad del Grupo de Estudio

5.2 Permitir a lo§
miembros(le上

Grupo entrar, salir y residir

en Honduras en relaci(5n
con sus aslgnaCiones en este

sentido y exoneraciones del requisito
de registro

de

extranJerOS y PagOS COnSulares･

5.3 Exonerar al Grupo de Estudio del pago de impuestos'

aduaneros y cualquier otro cargo fiscal sobre el equipo'

maquinaria y otro5 materiales traidos dentro ∫ ruera de

Honduras para el maneJO del Estudio･

5.ヰ Exonerar al Grupo de Estudio del impuesto sobre la renta

y de cualquier otro tipo de impuestos sobre
o en conexiL5n

a sus remuneraciones
o subvenciones pagadas a los

miembros del Grupo de Estudio For sus servicios en

conexi6n con la ejecucie■n del Estudio･

5.5 Proveer las facilidades necesarias al Grupo de Estudio

para, 1a utilizaci6n de los rondos provenientes del Japan

para la ejecuci(5n del Estudio en Honduras･

5.6 Garantizar el perrniso al Grupo de Estudio para entrar a

propiedades privadas y且reas restringidas para el manejo
del Estudio. EI Mini5terio de Recursos Naturales se

compromete a efectuar las gestiones ante ユas instancias

respectivas† para obtener los permisos correspondientes･

5.7 Garantizar el permiso al Grupo de Estudio de tomar todos

los datos, documentos y materiales necesarios relacio-

nados al Estudio fuera de Honduras a Japan.
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EI GobieTnO de la Repablica permitir丘
hacer demand-as･ si

cualquiera procede contra los miembros del C,rupo de Estudio

Japon占s como resultados･ ocurridos durante su estan亡ia o si no

por el despido de su trabajL, en la ejecuci6n
del Estudio,

e又CePtO Cuando tal demanda procede de una gran negligencia o

de una voluntariLISa mala conducta For parte del miembro
del

Grupo de Estudio.

EI Ministerio de Recursos Naturales deberi actual como Agencia

contraparte del Grupo de Estudio Japon占s y tambi占n como 6rgano

coordinador en relaci6n
con organizaciones gubernamentales y

no gubernamentales relacionadas para la
eJeCuCi6n arm6nica

del

Estudio.

EI Gobierno de la Rep凸blica de Honduras asegura que la

informaci6n en esta aplicaci6n ser丘n garantia para un manejo

arm6nico del Estudio de Desarrollo For el Grupo de Estudio

Japon卓s.

Firma:

Cargo:

En nombre del Gobierno de la

Repdblica de Honduras

Fecha:

ANEXO 1: LOCALIZACION DEL AREA DE ESTUDIO

ANEXO 2: ORGANIGRÅMA t)E LA UNIDAD EJECUTORA

A) DIRECCION GENERAL DE RECURSOS HIDRICOS



ANEXO No.i
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ANEXO No.2

DIRECCION GENERAL DE RECURSOS HIDRICOS

ORG州IGRANA GENERAL
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APLICACION PARA COOPERACION TECNICA

DE ESTUDIO DE DESARROLLO

POR EL GOBIERNO DEL JAPON

i. RESUllEN DEI'｣ PROYECTO

1.1 Titulo del proyecto

ESTUDIO DE DESARROLLO PARA PRODUCCION AGRICOLA SOSTENIBLE DIRIGIDO

_1L
PEQUESIO YトIEDIANO PRODUCTOR. EN EL DEPARTAMENTO DE FRAh'CISCO

.trtORAZAN.

i.ヱ Localiza,ci6n (favor agregar un mapa de ubicaci6n)

DepartaETlentO de Franciscoト1orazAn･ en el centro de Honduras y

conteniendo la capital del pais, Teguclgalpa.

Ver aれe)こ0 1

i.3
:1gencia Ejecutora

i.3.i h7c)mらre de la
_1gencia

D工RECC工ON GENERAL DE DES:1RROLLO RURAL,･ MINISTERIO DE RECURSOS

.TJ_ATURALE
S

i.3.ヱ h'dmero del Personal de la Agencia (en base a

categorias)

Categoria Direccidn

Desarrollo

Rural

Secretaria

Recursos

Naturaies

Per.sonai Tさcnico 156

Personal Administrativo F 33

Personal de ユpo.vo

i.OS6

S92

975

Total: 1S9* 2.953

㌔.A. nivel central son ニュi)erSOnaS(1'17:o): a nivel de campo son 16T

qu亡 re･PTeSenT.ar7. el Ssr_I.
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i.3.3 Presupuesto asignado a la a･gencia (Lempiras)

A貞o Fiscal

Tasa Cambio LPS/LTSS

Direcci6n General

(1e Desarrollo Rural

l･1inis亡erio de

Recursos Naturales

199二;

6.58

199ヰ : 1995

｢.二7 : 9.3O

NO EXISTIA ‡.voE二くISTI_A ;二0.760,629

lヰ6,3ヰコ,262 :03,511,260 二92.コ48.533

1.3.ヰ Organlgrama

Vcr ane_{o :

i.ヰJustificaci6n del proyecto

1.i.i Antecedentes y condiciones actuales del sec亡Or

El i-lrea de Honduras es de llコ,ヰ92 Kml. siendo e1 30TJ delまrea de

Japon. es el segundo pa£s en extensi(うn de los 5 paises de Centro

America,. Honduras. asi como los otros paises en desarrollo tiene en

la
agricultura su n止cleo de produccidn, siendo

ese el sector m注s

importante de la
economia

de Honduras. Por eJemPlo, en 1992,

la poblaci6n del pals fue de 5,460,000 habitantes y la agricultura

emple6 e1 55完 de la Poblaci6n Econ6micamente Activa (PEA)

cubriendo e1 24ヲ乙 del Proqucto Nacional Bruto (PNB) y 75ro del tota

de e二くpOrtaCiones teniendo el primer lugar de todos los sectores･

sin embargo. S5rb de los productos de exportaci6n
son bananos, caf白

_v
camarones. mientras que la importaci(うn de granく⊃S bAsicos comLl

ma工z. arroz, y frijoles est丘incrementando cada a汽o･ Esto es

causado por d6fici[ de producci6n, e incremento de la poblac士t5n･ La

canこidad importada tiene una gran fluctuaci(うn, entre un 二 a un ヰ5■T:･

de且 consumo total.

por し)モra Parte la producci(うn per capita eS de i.150 LPS en ei

5eCtOr agricola. mientras que es 9.730 TiPS promedi⊂) en los otros

sectores. La baJa PrOductividad agricola resulta en gran

diferencial de ingresos entre elま1-ea urbana y rural.

LLIS reg10neS agricolas de Honduras son I

y Se Clasifican asi:

1)

二)

Regidn Sur: La epoca seca es muy prolon=c,ada, v los

recursos hidricos son muy escasos.

Re呈iしうn Centr()-()ccidenしal: Predominこ1 1a indusptria forestall

la ganaderiLl. Culti＼-o de caf占.
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+)

5)

6)

~)

+

Re三idn :､J()rte: Es urLa regidn de clizna trot〕1Cai hdmeLiol donde

nLl i-1a_r Fertiiida〔l dei suelo ), donde se reaiiza
una ganaderl'こl

(le poca escalとl･

Regidrl Nor-()este: Es l'l regldn m丘s f占rtil. se hacen ia-i,

e:･二P()rこaCiones !〕rincipそ-les
de productos agricoias･

＼･ー

corresponde こI las piantLtCiones
de banano･

Re=-,i6n hTor-Oriental:i)redomina
la industria fores-Lal ＼'

ganaderia.

Regidn Centro Oriental: En general hay fertilidLld del sueio.

los recursos hidricos son comparativamente
bastantes･ Lo§

cultivos principaies son maiz･ frijoles･ arroz･

Regi(うn Occidelltal: Es una de las reglOneS mまs pobres del

pais predolnind el cultivo de caf畠, frutales perennes･

(二on fines del proyecto. 1a Region Central ha sido definidL-1

co口10 ei丘rea dei deI)artLlmentO de Francisco Moraz孟n (ver map(1 i).

doni･ie se iLICLlliza la capltaL de La Repdl)lica de Horlduraさ･

TeぎuCigaipa･ La superficie total de la ReglOn eS de 719ヰ6･二i(=l二

Est畠 ubicada en ei centro-sur de la repdbiica･ entre lo§ 13o 1ヰ' y

15巾 o二･ de latitud norte y entre los S6o ヰ2t y STo 3S' de longitu(i

Oe S t亡.

La Regidn se caracteriza por su variado relieve,predomi- na-I(io

ia5.畠reas monta汽osas: elえrea
de valle es de 16･ヰニ=･ de lit

superi,icie total･ Por su posicidn Norte-Sur･ 1a ReglOn Se hi

diviしiido en tres sub-regiones que poseen caraCteristicas

fisiogrLificas diferenciadas･ pero bastante homogeneas en cada unLl

de ellas. Se encuentra L=iividida entre cinco cuencas hidrogr丘ficas:

ulda. Patuca. Choluteca. H･acaome. y Goascor丘n; de las cuales laョ

dos prilneraS desembocan en el T･1ar Caribe y las otras tres en ei

Golfo de. Fonseca.

De acuerdo a ia car_)aCida〔l de uso del suelo･ e1 59･ニl,:I-･ de la

tier_Ta eS de vocaci(うn forestal, e1 34.S.7o es de 1/OC'rLCidn pecuaria
.l-

ei b･二7･ res-Lante tiene capacidad ⊂ie lLISO agricola･ :1
la vez. el uゝo

actual del suelo ,rnucstra
un uso intensivo con cultiヽ~os dヒ こierraさ

de ,JOCaCidn forest;ll y Llna Sub し1tilizaci6n con pastos ⊂1e 亡ierrこIS

con cat_I,aCidad de usoと1gricoia･ ).'o obstante･ los recui-SOS fc'r･1Sこaies

son a止n c(〕nsiderLTtbles; conこrEIStan(io con zonas donde lL't C⊂)bertuT/L一

7:orLISl_a二 ha prAcこicLlme.,l〔e desi-LPareCido, hay otras donde ios

recursし)S こoda＼-ia alcこInZユn nil.Jeies importantes. La sut)ei-ficie
de

I/OCaCidr. fぐ;I,_JSこ<-｣I es de ヰ/06/ にm2 y e:(is一e una super[i･=ie

!二ul)iヒrtしt ･1亡 -～){J,ゝque (le ヰ･lS9･j 'klnJ )- e_yiste
una comerciL-tl de -i-'os｡iuUS

(l亡 二6.･j ;11i三1oTlel±;〔ie .rnI).
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El area rural comprende un tot`11 de 2S municiT)ios･ inclu-

_ven〔1o
el Area rural del municIPIO de Teguclgalpa:

-v
estLi compuest.･1

por 31131 aldeas y caserios･ Tiene una pobiaci6n
de コヰ6･005

habitantes. pot)1aci6n 可ue hこL CreCido a una tasa prOme〔1io anuaL

entL･e i.9丁･1-SS de ユ.1T, i//

En contraste. la ciudad de Teguclgalpa tiene una poblaci6n

de 5-6.661 habitantes. o1)serTando un crecilniento
de 5･ヰro anual en

el mi5mO Periodo･ Ello ha daL-1o lugar a un crecilniento del孟rea de

ocupacidn de la ciudad de l･120 Ha en i,955 a 5･140 ha en l･986

distribuido en 377 barrios
_v

colonias. Gran parte de crecimiento
de

Teguclgaipa se debe al proceso migratorio que se ha observado de

las 丘reas rurales, particularmente
de la zona Sur y Oriente de la

repdblica･ De acuerdo al diagn6stico de la Regi6n Central 2/I 1a

proporci6n de mlgranteS en la composicidn
de la pc,biaci6n urbana

metropolitana es de ヰ2･7ro･

El rまpido crecimiento
de la ciudadl aSOCiado

a ユas res-

tricciones fisicas para la expansidn de la misma (Topografia

irregular. Riesgos de Derrumbel etC･), ha dado lugar a una ciudad

donde e1 487.de la vivienda ha sido consi(lerada de regular a mala･

con e1 36ヲ;que requiere aplicaci6n y hasta un 50tcTo en las viviendas

de baJa Calidad･ Las viviendas sin servicio de agua potable

constituye e1 20y. del total urbano y el d占ficit de alcantarilladc

alcanza a1 24ヲ乙 del total de viviendas e三istentes en la ciudad･ El

d占ficit de energla e16ctrica
en el丘mbito urbano es dnicamentc (le

5㍍ JuStificado For probleローaS de 亡enenCia de la tierra de

determinados barrios v colonia_s.

AdemAs (le上 fendmeno f王sico de crecimiento
dei

tired urbantl

Teguclgalpa. tambiin en t6rminos econdmicos la Regi6n Central

mostrado un proceso acelerado de "urbanizaci6n"; 1o cuと11 se

ビ

c
,
I
)

rJ

1(ー

h
.
∩

metido por ia ocupaci6n econdmica de la 1)Oblacid=･ (二omparadc con

tod〇 el pais, 1a
proporcidn

de la PEA 亡Otal re呈ional･ ocup～1(iLTL en

actiヽ-idades
Gel sector agricola ha pasado de 67･6アニ en 1950 a 16･61=T･

en 19S6: a nivei nacional este proceso ha sido
de S3･1〒:･ a-+5･ヰc:1

entre los mlSmOS anOS.

Independientemente dei proceso a nil,-el nacional global. cn

e二 Area rural slgue predoI†linando laも
ac-Lいごidades agr叩eCuarias. que

ocupan el S3･6Y, de ia PE･1･･ En ei Area urbana me亡rCl)Olitana 一ie

Teguclgalpa en cambio preTalecen las ac〔ividades
de comercio ::

servicios que en conJuntO rePreSentan e1 7T/?; de la PE･･t. sien(lLO

ldS
a⊂tiヽTidaしles productoras de bienes un コ2･3T' de la mis(na･

i) Ver
▲1ne)こO

i

｢､ sECPL,1.Ltこ/･つE}､ Diagn(うstico Socio-Econdmic〔) de la Regitうーl

(IeT,tral. ㌣･1arzo 19SS. pa竺 7ヰ.
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La Regi6n Central en su conJuntO Se CaraCtel･iza por obser-

var altos indices de desernpleo y sub empleos･ En el丘rea urbanLl

in(.lice de sub empleo es (le 二3･37o y de desempleo abierto es

12.ユro. En el且rea rural predomina el sub empleol reSultante de

-

e

a

e

d

1

estacionalidad de las ac-Lividades agropecuarias y del incIPlente

nivel de las actividades forestales y agroindustria･ que en

conJun亡O Crean 止nicamente 23･ヰ00 puestos de trabajo perrnanenteS

(39･r, de la PEA rural). Ello no significa sin embargo' que el

res,Lante 61アニ de la PEA se enCuentre en eStado de desocul)aCidn

plena･

En elまrea rural, existe un total de 29,750 familias depen-

dientes de la Lagricultura (S3･6?;I de la PEA rural)I
de las cuales un

3S.31,:乙 no disponen de tierra directamente･ Las restanteS que

representan lS1369 familias corresponden a e叩1otaciones

agropecuarias'
a 1986･ contaba con 191,ヰ94 Ha･ dentro 〔ie estこ

estrlJCtura Predominaba
lと1S eXPlotaciones

de memos de 10 Hal (91･l'･て･)

con 2二.7r. de la tierra. EI sector de reforma agraria estaba

compuesto por 69 Grupos de 1.6Tl familias y 9,106Ha･ adjudicadas･

La producci6n agr工cola se genera en m孟s
de 50 mil Ha･culti-

vadas anualmente y consiste de bienes alimenticios direct'3S･ COmO

malZ . frljo1. sorgo. pl畠tano, arroz. banano, papa y hortalizas

diversas. Tambiin se prl'duce en cantidades importantes ca自a (ie

azucar y caf占.

La estructura productivこI del sector forestal consiste de lb

aserraderos con tina prOduccidn promedio anual de 50･7 millones
de

pleSてablares: 14 Grupos eエtraCtOreS de resina, que representa CaSi

ei 60?: Gel total de Grupos a nivel nacional y que produce lS mii

bL-irI･iies de resina anualmente: y S Grupos productores de ler-1a COO

una pro(iucci6n de 15ヰ,511 cargas† lo que representa 36･7一完 de la

e:(traccidn nacional. Este sector genera el lニ･5買･ (le lcs emt)1eoLC-; a

ni一,el rural.

La industria manufacturada rural estま compuesta por~ilO6T

establecimientos donde ademまs de un ingenio azucarero y lo§

establecimientos (1e aserrio
de madera. predominan

los peque汽･JS

negoci〇s
de producci(I)n し1e

lz〕ienes alimenticios, como beneficios de

cafLi. elaboraci6n :二Ie i)`ユneia･ ,_lerivados de la leche. pこInaderfa.
､~

O t工rCS .

La acこividad econt,mica urbana se carac,Lerizan por ia prL'-

ヽ-alencia de･ acti＼riしiades comerciユ1es y de servicios. ta

e:こPreSd anteriormente; sien(lo ia actividad
･ヒdつい

∫0tCu
ln)

O∫C⊥

Con° SL'

blene三,.

que tiene ma)-or de-sarroilc,I 1-[1 i--(二iustria nanufacturera･ lと1 CtialL Se

ha e5t⊃eCializa(lo i)rinclpaい--ente (pen ios pro〔:LuCtOS 〔ie conヒiumO dire･=to

cし).111O ∴l.FJl-/上L,act(うn de cこ1l.,:a(iし), i)rendas de vestiL-. Pr〔)ducい〕::i

illilmL-ntlCIOS. 111uL)1L'三es
_1,I

aCCヒSCriし-S. EstL:tS こ ranlaS (l亡･1Cti､Ii(iLl･1

r叩r亡S亡｢-tこ1ban e1 6二･5∵･ 〔l･ヒ tL-しS l･90二 empresas ILO(iustl･iとtt亡S

i-ビ.<1＼ニーーエ-L-lGこIS en ･rヒ=uCIL=Li川･.:i LjT,i l.･;)帥･三つr'JT:::LiヒCien〔1c) ･LIJI T,liいごl ,/i,i

;?･='･‡し-:二l･l-i rTl-l･EI了l(｢ i):ll;1r':A-ら;-i
･



En conclusi6n se deduce que la situacidn actual del sistema

ec｡ndI--ic｡ de la re.gidn central se caracteriza por: a) Un? d6bil

estructuraci(うn nac10nal. debido a la gran disr)aridad de nlVel de

los principales asentamientos humanos de la regidn: b) Una d占bil

integraci(うn entre los sectores productivos de la reg16n, que se

manifiesta
en la escasa provisi(うn de insumos de los sectores

primarios para su transfol･maCi6n en las actividades secundarias: c)
'Jna alta subutilizaci6n de la fuerza de trabajo. aspecto

considerado como el m丘s relevante de los problemas regionales;

d) La convivencia de sistemas de sobre explotaci6n
con

subutilizaci6n
de los Recursos Naturales que han dado lugar a bajos

nilreles de ingreso por persona en los sectores rural y urbano qtle

dan orlgen a niveles de pobreza entre grandes contingentes
de la

poblaci6n nacional; e) Alto cre.cimiento demogr丘fico, especialmente

urbano. debido a los flujos mlgratOrios hacia la region. que Se

orientan hacia su principal centro. que adem孟s es el primer centro

politico-administrativo del pa王s! ∫) Una escasa cobertura del

sistema institucional pdblico reglOnal que limita el acces(〕 de la

poblaci(うn a los princIPales servicio:; bdsicos de equlPamientoさ一
de

infraestructura econ6mica, 1o que se evidencia con niveles mÅs

?riticos
en el sector rural; g) Un proceso espontまneo yチcelerado

cle eニこPanSi(うn urbana que ha carecido de planificaci(うn y cLe lineas

orientadoras en sus distintos colnl⊃OnenteS.

El incremento de la producci(うn de granos b丘sicos en los 止Itil'nOS

a元os ha crecido a una tasa prornedio de 1.Or,. en cambio la tasa de

crecimiento de la poblaci6n
es de 3.0ヲ乙; 1o que implica que

anuaimente el consumo per caplta de estos producctos se est丘

reduciendo princIPalmente en el且rea rural.

.1si.
se pue(号en mencionar como causas del estancamientc de la

producci(うn agricola en Honduras ユas siguientes:

1) Las tierras arables disponibles se estまn usando en una

cantidad mu)I 1irnitada.

Las [ierras regadas son solo el 15':TI

La producci(うn For unidad de まrea es mu)- baJa.

La agriculturュ mediante el sistema de [alL-i y quema Produce

erosi(うn del suelo.
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i.ヰ.二 Pし)1工tica de De.T,arrOllo Sectorial del Gobierno Local o

_Naciく⊃nal.

.A efecto de lograr la autosuficiencia alimentaria y suaviz;1r

el gran diferencial de ingresos entre el丘rea urbana
･v

rural eL

G(〕bierno de Honduras ha°e esfuerzos
no solo en la parte de

"harware'' tales como e i desarrollo y/o mejoramiento
de

infraestructura de productividad y mercadeo sin° tambi占n en la

parte de "software'' tal como promoci6n de cultivos rentables･

Re.r-orma Agraria, servicios para peque汽os y medianos agricultoresl

decrecimiento de peque汽os agricultores, y desarrollo agrl;cola parュ

creaci6n de oportunidades
de empleo･

1.i.3 Problemas a ser resueltos en el sector.

-
lligracidn de ia poblacidn del畠rea rura･l para elまrea urbana･

- Ba｣a producci(うn
de granos lo丘sicos･

-
carencia de obras de infraestructura en zonas rurales.

lヰ.i Perfil del pro)~ecto.

El alcance del trabaJO Para el estudio cubriria lo siguiente:

Parte A:

conducir un plan de desarrollo integral de la producci6n agricola

sostenible en el depto.de Francisco Moraz且n. Estudio de

'1s(⊃fこWare''(T占cnico de Productividad) tal como instituciones de los

agI-icultores y muJereS en el desarrollo.

Estudio de I-hardware-●(Infraestructura) sobre el mejoramiento i-1e

caminos rurales, infraestructura rural. etc.

El亡Studio incluirまlos 51guientes itemes:

1) Revisi6n y evこ-Lluaci占n
de la tierra agricola･ y cTe lo§

recursos de suelo
IV

a,gua. Identificar los posible･s cultivos

rentables. recursos de suelo disponibles, y necesidades de

los consumidores tL)ara fines dom6stico y de exporこaCi(うn･

二: Formulaci(うrlL de posibles paquetes de desarrollo bajc ILIL

cこ1tegOria de la clasificaci(うn DRI.

3) Recomen〔1aciones i)ara Prし)grama ニ; Prioridades de desとLrl-01.1り

しIe sub-cuencas y micこ･OCuenCaS del departamento (ie Fr⊥1nCi5CO

.I.1ora'zan.

Part.e B:

Eje.Ju〔ar ei ,t~lise汽o ･:1eta11a(トJ (le lし)S Sub-proyectos selヒCCionad(⊃s･

cclflO ′:iヒias insこitucione=iしie lo§ agricultores (progi･amaS relaci(I-'-

nL-iしミL" ･こ()n la (ユr_.i-:JEtnizaci/5rll I-ll亡･ 1o･→ i)eque汽os y medianL":, i)r〔)duc亡01~etj

.て戸.
l~lヒI,〔O. ,_i･J 千:-d‖Llisco

_tvt(〕l-ill._-dnI:ぅO[いVare●-) y el me｣し--r別†1ierl〔(-)くiL･
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caminos rurales y/o infraestructura rural (Construcciones rela[ivas

a '.hardware").

i.+.5 Proi)6sito del Proyecto･ (Objetivos de corto plazo)

EI Proyecto tendr畠 corno proposito elaborar un Estudio de

Desarrollo para Agricultura Sostenible dirlgida a peque汽os y

medianos productores agricolas del departamento de Francisco

Moraz丘n.

De acuerdo al resultado del Estudio se planea hacer las slguientes

actividades:

a) Mejoralniento de infraestructura para mercadeo (Con.struccidn de

silos para AlmacenaJe y Transporte de la Producc16n, Centros

Comunales, etc.,).

b) MeJ'oramiento de la red de camin()s rurales･

c) Protecci6n y manejo
de microcuencas･

d) Pr｡tecci6n del suelo en
z?naラPrioritariasl me｡.1iante el uso de

t占cnicas agricolas conservaclOnlStaS･

e) Mejoramiento del ingreso de los peque自os agricultores mediante

la formaci6n de organizaciones. tales como:

- Programa de Apoyo a la mujer rural

-
Cooperativa de Producci6n

-
Cooperativa de Transporte

- Cooperativa de Cr占dito

i.i.6 Metas del proyecto (Objetivos de mediano y largo plazo)

a) Probabilidades de producci(うn agrl'cola sostenibles para la.s

comunidades rurales cercanas a la capltal.

b)ト1ujeres participando en el desarrcllr3.

i.ヰ.T Futuros beneficiarios:

Se beneficiarえn aproximadamente コ3.337 Productores
.1gricc)1as

(Ⅰ＼･' Censo h'acional Agropecuario 1993).

a) En forma directa ser丘n benefic与arios los peque汽os y medianos

･1gricultores del Depto. de FrancISCO Morazえn.

b) En forma in｡1irecta.ser畠n heneFiciados los habitantcs de la§

comunidades i-urごties J′ Cludades こtleda[1aS a la§ zonas de proyecto. en

い)亡lo el DeptしIj. de Francisco
.tl〇raz岳n.

al⊃1-OXimadamente unos ニヰLi.005

haLli亡tlnteS ((-_1亡nゝ･J ;10hlaci()nat i()弓[-I.)
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i.ヰ.S Priorida(1 del proyecto(lentl･O del Plan Nacional de Desar-:ollo

o progrユIna (1e 【nversidn dei sector agricola･

EI Estudi口L3St丘enmarcaしlo en los lineamientos dei Plan del Gobierno

v dentro
;:le上

Plan.1gricola i)ar･a el Desarrollo del CalnPO (PROAGRO)

cuyo er-foque implica una estrategia nacional que busca

crecimiento ccon6mico equitativo I sosteniblel Para impulsar

e

1

･-

a

explotユCidn racional de los recursos naturales y estable, para

corre呈ir ios desequilil〕rios econ6micos･

por lo anteriormente expuesto este estudio
se enmarca dentro de la

politicL,I agricola･ vigente, por tanto es de alta prioridad para la

DtGEDES`-IRURAL
_v

la SRhT.

CRONOGRAMA

_______ー-一--一----I-■---------

1 ------■-･---■■←------■■■-----一-l･---一----~~~~~

____■■1___-------一---･■-一----I-一一------------------■--I----------A---■~

ACTIVIDAD 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

POR MES

ESTUDtO

DISE煎()

PRELIMI.WAR

___

1
_■ll･･_･･■------･-･･-･------■----･-■■------------･･1

-------■---■ll---■-■l-一--■---･--■■■--
1 ----■~--~■

________------･･------------------------･--■-■■-■■---一-一一■--■-一-----･-----------~

i.6 FuenTLe de financiamiento esperado y/o asistencia (incluyendc,

de (⊃rigen externo)･

La fuente de financiamiento esperada es del Gobierno del Japbn

mediante
su programa de ayu(la no reembolsable･

1∴ Otl-OS PrOyeCtOS relacionados･
･si

ha)■･

pr〇yecto Lしプ.PE (Land Use Productivity Enhancement)トtejoramiento 二･'

_productividad
del Uso de la Tier_,a. que tiene como objetivo mejorai-

eL bienes〔al- SOCio-econ6(nic〇 de la familia rural a trav占s dei

,llumentO lie i)1lOducci(うn
_v･

la productividad agrosilvopastoril
de stiS

fincas sin ei det牢riorc de ios recursos naturales･ EI Pro.recto se

propone 且umen[Llr en un jot--･T, 1a
producci6n

de granos bLisicos a car･写O

しiel producこOr de las la〔ie='aLS dentro del Area del pro)'ecto･

.ぅe
prete11de 亡rabajこItr COn 二T,000 familias y conser~var sueio-dgua-

bosque en 二SIOOO HLl･ PL-,Lrとt t~i11 fin･ el proyecto utiliza come

princ二Pal
heTIrL･川-i･3nてa こIna mヒtO(1ologla de extensidn esquemaこizLlda

上)とIT.-i l'-I CaPaCi亡{tci6n de lユS familias beneficiarias･
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二. T占rminos de Referencia del Estudio Pr(⊃puesto

二.i Necesidad y Justificaci(うn del Estudio

El departamento de FranciscoトtorazÅn est'i localizado en una zona

monta汽osa de la zona Central de Honduras. por lo cual las zonas

planas son muy escasas, asi 可ue l乱s actividades agricolas se

realizan en peque汽os valles dispersos o en zonas de ladera･ Adem丘s

este departamento forma parte de 4 cuencas hidrogrまficas de los 10

1･ios mまs importantes de Honduras. y tambi6n contiene a la cuenca

abastecedora de agua de la ciudad de Teguclgalpa.

En relacidn a ユas zonas de ladera tenemos que: 1) La deforestacidn

de esta zona produce la p畠rdida de las fuentes de agua, 2) El

inadecuado uso de las tierras produce la declinaci6n de la

fertilidad del suelo y al misno tiempo el transporte de sedimentos

hacia ユas presas y diques disminuyendo la capacidad
de embalse de

los mismos.

Debido a esta situaci(うn existe un proyecto de
.1leJOramiento

de la

Productividad del Uso de la Tierra (LUPE, Land Use Productivity

Enhancement). el cual estま siendo ejecutado por el Ministerio de

Recursos Naturales con financiamiento de USAID desde 19S9, o sea S

anOS.

Sin eIllbargo, este proyecto se limita a la parte de''s()fいvare'' o sea

a dar asesoramiento para que los campesinos de la§ laderas cultiヽ~en

con ユas tecnologlaS de curvas de nivel, terrazas, la†)ranza minima.

etc. Asi como tambi6n est丘n introduciendo nueヽTOS Cultivos
.v

sistemas de producci6n, pero la parte de ''Hard＼＼Tare.1 como ser la

construccidn
de peque示as obras de riego, construcclOn (⊃

mejOramiento de caminos desde la carretera principL-i.1
hasta ユas

comunidades . no est且n incluidas. As呈 los campesinos pueden estar

usan(lo la tecnologia para restaurar y conservar el suelo, per°
･si

la producci(うn agricola es inestable. n() se cuenta con el desaTrolli,
de infraestructura apropiada para obLerler mejores rendinlientos.

Esこas zonas est丘n localizadas cerca dFJ ia capltal dF: Teguclgalpa･

de 亡al manera que si a los
campesinos se 三es facilita el transl⊃Orてe

de sus verduras y demAs produc【os -igricolas. ellos podrまn
incrementa一 sus ingresos ンlograr un meJOr nivel de lJi(lla.

I.二 1'ecesi(1a(lニ∴ justificaci(うn tecnica japonesa

Se 亡St孟 solicitando la cooperaci(うn tanto [占cnica como econdmicこ1し1el
Gし)bieTTTL=(⊃ de lap(⊃n. debi(.1o a lこし insuficiencia de los recursos

i,-,JOn･u'(nicく⊃S
Con que Cuenta nueStrO Palls: y Se justifica For el alto

gra(i,a de (ies～irrO11io 亡eLlno16gico que ha alcanzado Japdn y su

con:〕こant,i!
･1POy()ユi Gobiヒi-no (ie HondurLIS en eSta y OtraS areas.
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ユ.3 0bje亡ivos del Estudio･

LL)S Objeti.JOS
del estudi()

son:

( 1 ) Formular el m畠s adecuado plan de desarrollo del

d･epartamento de Francisco Morazan･

( 2 ) Realizar un estudio de factibilida･d para el proyecto

rormulado.

( 3 ) Dise汽os Preliminares･

二.ヰ Area a Ser Cubierta For el Estudio

Todo el departamento de Francisco …ora,zan, apro:(imadamente
S.SOO

Kmコ. especialmente
en ユas zonas agricolas

del departamento de

Francisco MorazAn y las cuencas hidrogr且ficas de las presas

concepci6n
.v

Los LL-Lureles que corresponden a unos 3,000 KEn二.

二.5
.llcance

del Es亡udio

EI Plan ＼laestro serえ11e＼'ado a cabo como s_1gue:

a) colecci6n

-y
anriiisis de dLltOS de topografia, suelos, hidrolo~

gla, geOlogia･ uso de la tierral Organizaci6n de agricultores.

agricultura･ irrigaci6n･econdmica rural, mercadeo, infraes-

tructura rural y problemas de medio ambiente.

b) For【nular el Plan de Desarrollo･

c) Reaiizar dise汽os preliminares de ユas principales

instalaciones.

d) Preparar el p./ograma de implementaci6n del proyecto･

e) Estimar los cosこOS dc operaci6n y mantenimiento･

I)三stimar el costrr' to+Lal dei proyecto.

g) prei=･L-l∫ar PrOgramaS de desembolso de los costos del proyecこO

de acuerdo c(〕n el Pla王1 de lmplementaci6n.

h) EsこiLrnar el costo ecc)ndmic〇 del proyecto y su progranla de

distribし1Cidn さ･･ el estimad(⊃ de los beneficios econdmicos

anrLicIPados.

i) Eヽ-Llluar ios imi)こ1CtOS del pro_recto inclu_vendo el ambientai･

二.(1 lt!l,-O呈rユma dei Est7J⊂iiし1.
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La duraci6n del Estudio ser丘 de lコ meses

Las componentes del equll⊃O de Estudio ser畠n las slguientes:

LTh'IDADES: HOMBRES/ト】ES

MATERI.A TRABAJO EN TRLIB:1JO EN TOTAL

HONDURAS I.1PO.NT

plan Desarrollo/Jere Equipo 5･0

Instituclones de Aricultores

Tecnologla Prod. Agricolas

Manejo de Producci(うn /Calidad

.～tujeres
en DesarI-Ollo

socio-Economia

planeamiento Uso de La Tierra

lnfr?estructura Rural/Diseao
ManeJO de Cuencas

Evaluaci6n de Proyecto

TOTAL: 36.〕 ニヰ.0 60･0

Dise自os Preliminares se realizar丘n
basados en ei Estudio de estos

componentes.

2.7 Importantes productos esperados (llel Estudic)

EI Estudio proporcionar畠･ mediante el an丘1isis de la inforrnacidn

recolectada sobre el Depto･ de Fco･
･Worazえn:

un Plan de Desarroiio

i･＼gricola
en Laderas que contendr且los disefios i)reliminares

de ias

princIPales instalaciones de riego en peque汽a escala y otras

infraestructuras rurales como rehabilitacidn
de caminos.

estructuras de agua potable. centros c⊂,munales･ etc.

二.3 Solicitud del Estudio a otras Agencir:j,S donantes. si ha)~

hTo se ha hecho solicitud de esこe Estudi() i-i Otra AgenciLI

Donante.

コ.9 Otra informaci(うn relel.rante, Si ha_1'.

En Junio de 1995 una mist(うn de ADC_～ hizo un rec,JnOCimient(⊃
de

campo delまrea de Estudio habien(io llegado a la conclusi(うn しie

que es necesario hacer una evaluaci(うn de Los i.eCurSOS hidricos

y de suelos del deparてamentO. Para determinar su potenciaL
de

desarroilo.

3. Facilidades e imf(⊃rmaci(うn para 亡1 Equil)○ 〔ie Estu(iio･ etc.

se prol)OrCionarこi el local l〕ara ()FicinL-i

こOrltr.･ユ【)arte しIuヒ SL･こ1 requerido. Ld DiL.i3CC

ヒ1 i)erSOnLll t占crlic(⊃ (`iL=

6n 〔ie Rし!CしLrヽOS HiしIr;Lい'･:三
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cuenta con un departamento de hidrologla y Climatologla que

facilitarま toda la informaci6■n correspondiente al Estudio･

3.lごIslgnaCi6n de personal de contraparte de la Agencia Ejecutora

para el Estudio (N止mero, Formaci6n Acad昌mica, etc･)

La Direccidn General de Desarrollo Rural dispone del persona上

tecnico capacita,do a nivel universitario y con basta experiencia en

los campos requeridos para llevar a cabo este Estudio:

3.2 Datos disponibles, informaci(うn, documentos, mapas･ etc･

relacionadas al Estudio.

Existen todos los datos necesarios para la
realizaci(うn

de un

estudio de esta naturaleza, como ser:

-Datos hidro-rneteoro16glCOS.

1Mapas topogr畠･fico y geol(うgico 1:50,000.

-Tambi占n
se dispone de los dltimos datos del Censo Nacional

Agropecuario realizado
en 1,993. relativos a uso de la

tierra. ndmero de parcelas, etc.

3.3 Informaci(うn sobre ユas condiciones de seguridad en el Area de

Estudlo.

Elまrea de Estudio no atraviesa conflicto y por lo tanto es

completamente segura para cualquier equlpO de Estudio･

i. Temas globales (.Medio Ambiente, La Mujer en el Desarrollo･

Reducci(うn de la Pobreza.etc. )

ヰ.i Componentes Ambientales (tales corno control de contaminaci(うn.

all)aSteCimiento de agua. alcantarillado. maneJO ambiental.

silvicultura. biodiversidad) del proyecto, si hay.

-Se disminuira la demanda de てierras nuevas en ladera para usos

agricolas ofreciendo la alternativa de intensificaci6n y

diversificaci6n de cultivos con uso de tecnologla Para eVitar la

erosi(5n, en los 写itios actualmente en explotaci(うn. evitando el

【n占こOdo de tala y quema actualmente. Esto disminuirまIa presi6n

sobre el resto de las 且reas que pueden ser mÅs irnportantes para et

hAbita.L de vida silvestre, o para la protecci(うn de cuencas.

-Proporciona una alternativa econ6mica a las
activida(1es nocil(aS al

medic ambiente como ser corte
_v

quema, etc.

ヰ.コ 工Il叩aCtOS ambientales anしicipados (Ambos naturales さ, SOCiales -

por el proyecto. si
ha)-.
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Los impactos ambientales previstos son positivos Dues se mi【igar'Ttn

ia deforestaci(うn
_v

erosidn en ユas zonas aleda自as al丘rea de

estudio.

ヰ.3 Las mujeres como principales beneficiarias o no･

Las condiciones econ6micas de las 且reas rurales de nuestro pais

imponen que todos los
miembros

h丘biles de la familia tomen parte en

la
actividad productiva por lo tanto la muJer tambi畠n cumple con

una funci6n al particIPar en las labores
agr王colas tales como: el

maneJO. COSeCha y procesamiento de granos.

ヰ.ヰ Componentes del Proyecto que requieren especiales

consideraciones para la mujer (tal como diferencia de g占nero. ro上

especirico de la muJer, particlpaCidn de la mujer).

i.5 IlnPaCtOS anticlpados sobre la muJer CauSados por el proyecto.

.si
hubiesen.

De ejecutarse el proyecto surglrian diversas actiヽ-idades laborale5

en el丘rea, en algunas de las cuaies se incluir丘n muJereS. tales

co【no la microindustria ∫ comercio.

4･6 Componentes de reducci6n de pobreza del proyecto. si hay.

Al ampliar la actividad productiva se orlglnar王an fuentes de

traba｣o para la poblacidn,
lo que incidiria de manera directa a

increnlentar el ingreso para a.si meJOrar el nivel de v上da de lユ

poblaci(うn en general en elまrea del proyecto.

ヰ･7 Alguna molestia contra la poblaci6n
de bajos ing.resos causada

po√ el pro),ecto.

1To, al contrario, 1a poblacidn de baJOS ingresos ser二i

beneficiada. elevando su nivel de ,Jida.

5･ Garantias (le上 Gobierno de La R亡･Pt'lblica de Honduras par`1

facilitar la c〇nducci6n constante y eficiente del Estudio, ei

Gobierno de Honduras deber丘 tomar las medidas necesarias parュ:

5∴ GaIーantizaI. 1ユ Seguridad del grupc' de estudio.

5･: Permitir a los miembros del Grul)0 entrar, Salir )I resiclir en

Honduras en relaci6n co【l SuS aSlgnaCiones en es亡e sentido
.r

e･vIOneraCiones del requisito de registro de
e:こtranjeros y Dagos

⊂onsulares.
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5.3 E:(onerar al Grupo de Estudio del Dago de impuesto･ aduaneros
Ill

cualquier otro cargo fiscal sobre el Equipo, Maquinaria y otrc,Lei

rnateriales adquiridos dentro
.v

fuera de Honduras para el manejo dei

Estudio.

5.4 Exonerar al Grupo de Estudio del impuesto sobre la renta y de

cualquier otro tlPO de impuestos sobre o en conexi6n
a sus

remuneraciones o subvenciones pagadas a los miembros del Grupo de

Estudio por sus serl･-icios en conexi(うn con la eJeCuCi6n
del Estudio･

5.5 Proveer las facilidades necesarias al Grupo de Estudio para la

u[ilizaci6n de los fondos provenientes del Japan para la eJeCuCi6n

del Estudio en Honduras.

5.6 Garantizar el permiso al Grupo de Estudio para entrar a

propiedades privadas y areas restringidas para el manejo del

Estudio. EI Ministerio de Recursos Naturales se compromeこe a

realizar
las

gestiones necesarias para obtenerlos.

5.7 Garan亡izar el permiso al Grupo de Estudio de tomar todos 1()s

datos, documentos
y･materiaLes necesarios relacionados al Es亡udi()

fuera de Honduras a
.Tap6n.

6. EI Gobierno de La Rep止blica permitir丘 hacer demandas, si

cualquiera procede contra los miembros del Grupo de Estudio Japones

como resultados, ocurridos durante su estancia o si no For el

despido de su trabaJO en la eJeCuCi6n del Estudio, excepto cuando

tat demanda procede de una gran negligencia o de una voluntariosa

mala conducta por parte del miembro del Grupo de Estudio.

｢. EI Ministerio de Recursos Naturales deber畠. actual como Agencia

contraparte del Grupo de Estudio Japon占s y tanbi6n como drgano

coordinador en relaci(うn con organizaciones gubernamentales ユー nO

gubernamentales relacionadas para la
eJeCuCi6n armdnicA

del

Estudio.

EI Gobierno de La Repdblica de Honduras asegura que la informaci6n

en esta aplicaci(うn ser畠n garantia para un maneJO armdnic(⊃ del

Estudio de Desarrollo For el Grupo de Estudio Japon占s.

FirmaL:

Cargo

En nc)more de.1 Gobierno dc

LこL Repllbiica de Hondurt-lS

FヒCn～l:
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ANEXO #1

A) LOCAL工ZAC工ON DEL AREA DE ESTUD工0･

B) MAPA DEPARTAMENTO DE FRANCISCO MORAZAN･

c) MAPA RA比ALES MONTA舟OSOS･

D) PR工NC工PALES 工NDICADORES･

･亀
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AZTEXO #2

A) ORGAN工ZACION DE LA UⅣ工DA工) EJECUTORA′ DIRECC工ON GENERAL

DE DESARROLLO RURAL.

B) FLUJOGRBLMA DE =NFORMAC工ON.
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FORHULAR工O DE SOLICITUD P細()
JAPONES

Solicitante:

T王tulo del Proyecto:

Gobierno de :

Ministerio de Agricultura, Ganaderia y

Å1 imentaci6n

unidad Sectorial de Planificaci6n

Agropecuaria y de Alimentaci(5n

(USPADA)

Desarrollo Sostenido de la Comerciall-

2;aCieln de Productos Ågricolas en la

Regi6n Este de Guatemala

La Rep血blica de Guatemala

Sector

Tipo de Proyecto:

1. Construcci6n de las facilidades

costo total del proyecto: US

Ministerio responsable (Ministerio que solicita el donativo)

Minist:erio de Aqriculttlra. (∋anaderia y㌧叫

Organismo eコeCutivo:

1) Unidad Sectorial de Planificaci6n Agropecuaria y de

Alimentaci6n (USPADA)
- coordinar e3eCutivo del proyecto

- planteamiento del proyecto

2) Direcci6n General de Servicios Agricolas (DIGESA)
- Estudio
一 工ntervencidn ユas cooperativas

- Supervisielrl de la obra

3) Programa Nacional de Diver8ificacidn Agricola y

comerciali2:aCi6n (PRODAC)
-

Estudio
-

Capacitacian

4 ) Agricultore Organizados
-

operaci6n y Administ:raci6n del proyect:o

令
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i=_____｣!旦旦⊆王主t)c i b生地

1. Antecedentes

EI Ministerio de Agricultural Ganaderia y Alimentacibn･ a

trav色s de la Direccidn General de Servisios Agricolas -D工GESA-∫

dirige y ejecuta el programa
de minirriego

consiste en la reali2:aCibn
de pequefias obras de

el desarrollo sostenido de la agricultura
del

medio de un proceso que imDlica la organi2:aCibn

estudios bisicos, disefio de los proyectos,

construcci6n. y especialmente la b血squeda de

para po°er ba°er realldad色Stos proyectos･

desde 1980 que

riego que buscan

畠rea rural; For

de agricultores.

asesoria en la

financiamientos.

En la act:ualidad y
_DrOducto

de色ste
_DrOgrama

Se tienen 520

proyectos de minirriego
de los cuales 98 son con aprovechaJniento

de agua subterr畠nea y el resto aprovechando agua superficial (54

son 中or bombeo y 369 por gravedad)･

por medio de la cooperaci6n del Gobierno de Japan se

construyeron 14 pro▼ectos en el a貞o de 1994 y ¢n el presente a丘o

(1995.1 se estin construyendo 6 proyectos mag: con 由to se

introducen aproximada皿ente 360 hectareas al riego y se beneficiaLn

directamente a m畠s de 500 familias e indirectamente a los

habitantes de ユas conunidades donde se encuentran ubicados色stos

minirriegos y que son mÅs de 50･000 familias･ El inter由

inmediato es asegurar el色Ⅹito de 由tos nuevos proyectos POT

medio de la imple皿entaCidn de un Programa qlle incluya la

construcci6n de Centros de Procesamiento que permita ear el

Manejo Posto Cosecha, Enpacado･ Refriqerado･ Almacenado･

Transporte y Comerciali2:aCi6n de los productos agricolas de色stos

nueVOS mlnlrrleqO.

(11 Situaci6n actual del sector

En la regidn Este de Guatemala･ regiones III y IV dentro de

lag cuales se encuentran los departamentos de EI Progreso･

zacapa. chiquinula. Jutiapa･ Jalapa y Sant:a Rosa･ en los que

construyeron 14 proyectos de minirriego con aprovecha皿ient:o

agua subterranea en 1994 y 6 mas en 1995･ For medio de

e

e

a

s

a

1

coo_DeraCieln del Gobierno de Japan introduciendo al riego

aproximadamente 360 hectireas de tierra que anteriormente pot

falta del recurso hidrico, solo fueron productivas durante la

色poca de lluvia (aproximadamente 5 meses. pasando ociosas los

otro$ 7 meses del afio), provocando la 皿igraciOn de los

agricult:ores a otras 畠rea8 de trabaio･ Con estos nuevos

proyectos se esti beneficiando direct:amente a 血aS de 500 e

indirectamente a mss de 50.000 familias en las comunidades donde

色stos proyectos son hog una realidad･

良
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se tiene el compromiso
de que 色stos pro-veCtOS Sean

productivos
_v

sostenibles七odo el afio･ ya que nO Se tiene la

limitante agua. baio色ste nuevo enfoque･ se debe de planificar

cuidadosanente ユas actividades que se reali2:aran
dentro del

proceso
_DrOductivo

de los cultivos a establecerse en由tos nuevos

proyectos;una de las皿As importantes es la comerciali2;acid)a que

en un momento deterninado nos repreSenta mejores ventaias

econ6micas para los agricultores beneficiarios del
_DrOgrama･

(2_) Problenas a ser resueltos en el sector

En la puesta en marCha de los nuevos prOYeCtOS de

minirriego. surgen una Serle de problemas de los cuales el

principal y mas i皿pOrtante eS la organizaci6n que se refleうa en

la mala comerciali2:aCidn
de los productos prodtlCidos･ ya Cue los

agrictlltores no manejan algunos conceptoS 可ue son muY inportantes

como lo son: cultivos bajo riego.色poca
de siembra･ cosecha･

calidades de los productos, precios･ vol丘mene畠Y OtrOS que $On

determinantes
_Data

Obtener由ito o fracaso en la producci6n de

sus cultivos: y el sector no cuenta con el recurso necesario para

brindar asistencia sost:enible en este sentido･ esto nos obliga

a reali2;ar una adecuada y completa planificacibn donde se deben

de incluir t:odas ユas actividades que se tienen que realizar como

中or ejemplo,畠poca
de siembra (sienbras e8Calonadasl. practicas

culturales (1impias, fertili2iaCidn. podas. fumigaciones･色tc･.1･

y otros aspectos y actividades inportantes dentro del proceso

productivo_. teniendo como base fundamental del mismo･ 1a

comerciali2;aCi6n de los productos a establecerse･ con 色sto

esta皿OS minimi2;andolos problemas que puedan darse y asegurando

el色Ⅹito del proyecto mediante el impulso de tma agricultura

sostenible. aunentando
la plusvalia de ユas area del

_t)royecto･

generando mano de obra･ impleznentando y desarrollando una

agricultura moderna desde el punto de vista
_T)rOductivo･

(3) Necesidad e importancia del desarrollo en el sector, que

provoca la formacidn del proyecto

En la actualidad en el且rea este de Guatemala, no existe

nin!巾n centro de procesaJniento con un Objetivo com血n. el

desarrollo de coo_Derativas agricolas de proyectos de minirriego

_y _DOT
ello existe una gran necesidad de encontrar alternativas

para de organi2:aClan para estos grupOS de皿inirriego y de esta

forna encontrar alternativas de Comerciali2;aCi6n de los productds

agricolas 可ue se

_DrOdu2:Can
en los nuevo8

debemos de asegurar e1台Ⅹito de los mis皿OS

venta_ias econdmicas para los agricultores

se tiene un alto valor de inversi6n

(perforaci6n del po2:0, red de distribucidn

bonbeo. planta generadora
de energia, etc･ )

tiene que ser pagada por log beneficiarios

zninirrleqOS, Va Cue

propiciando me_iores

beneficiarios ya Cue

en infraestructura

del agua, equlPO de

de los proyectos que

de log mi9mOS.
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(4) Relaciones entre el sector y el proyect:o

La actividad principal de la Direccibn General de Servicios

Agricolas -DIGESA-. ser畠1a organi2:aCi6n de los皿inirriegos con

el objetivo
_Drinci_Pal

de asegurar la sostenibilidad
de su

agricultura For medio de la reali2:aCi6n
de los estud･ios basicos

t色cnicos a fin de imf)1ementar y formular el perfil del presente

proyecto; y luego gestionar ante la cooperaci6n
de JaD6n la

posibilidad de obtener el recurso econ6mico necesario para hacer

efectivo el mismo, supervisar la construccibn
de ユas obras

fisicas de infraestructura. CapaCitar a los agricultores

organi2;ados que recibir畠n el proyecto y sOlucionar o dilucidar

cualquier proble皿a que Surgiera en el transcurso del presente

proyecto･ La parte ad皿inistrativa del proyecto la ejecutar畠un

grupo de agricultores organi2;ados legalmente y con rePreSentaCi6n

juridica, que tendr畠n su directiva y que estaran Orientados y

asesorados por DIGESÅ･

★ PRODAC

2. Obietivos y resumen del Pro_vecto

(1) Objetivos eel Proyecto

(i) Objetivos a corto t)1a2:0

t,

construir la infraest:ructura neceSaria a efecto

de goner a disposicibn de los grupos de

agricultores beneficiarios de los proyectos de

minirriego de la reqi6n Este de Gua七色皿ala･ tres

centros de procesamiento de productos agricolas

com_I)1etos para obtener mejores opciones de

comercial i2;aCi6rl.

Fortalecer y Legali2;ar la organi2;aCi6n
de los

agricultores de los
_DrOYeCtOS

de ninirriego･ de

tal forma que integren ユas comisiones necesarias

e id6neas para ad皿inist:raf lag instalaciones que

se construiran en el presente proyectO.

Establecer log canale8 neCeSarios de Conerciali-

2:aCi6n a efecto de obtener nejores alternativas

econ6micas
_Data

los agricultores particlpanteS･

Brindar la asesoria necesaria a los agricultores

del proyecto en aspeCtOS de administrac16n･

comerciali2;aCidn.
_t)1aneacibn

de Bus cultivos y

otros aspectos de su inter色s･
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(ii_1 0bietivos a mediano y largo pla2iO

Fo皿entar
_V

fortalecer la organizacieln COOPerativa

constituida For los grupos de agricultores

beneficiarios de log pro_vectos de minirriego de

la recridn, que ser畠1a encargada
de la direccibn.

administraci6n
_v

el funciona皿iento de la

infraestructura que Se COnStruYa en el
_DreSente

proyecto.

propiciar el desarrollo sostenido de la Comer-

ciali2:aCi6n de los productos agricolas del area

de influencia del proyecto.

Elevar el nivel Socio-econdmico de los agricul-

tores participantes en la organi2;aCi6n･

Elevar el nivel Socio-econ6mico de la reQi6n Este

de Guatemala.

(iii) Lag relaciones entre el proyecto y el objetivo･ y c6皿O

el proyecto
_Tmede

contribuir al logro del objet:ivo･

EI proyecto contempla la infraestructura y facilidades

(centres de procesa皿iento de productos agricolas y

servicios)
dentro de los cuales se incluirin las

siguientes 畠reas: recibido･ 1avado y tratado･

selecci6n. en_Da官ue
_V

peSado: a1皿aCenado (cuartos

frlos): parqueo de contenedores: carga
_v

descarga los

contenado res y/o camlOneS : administ rae i亡〉n･'

capacitacibn. etc･ Las cuales propiciaran que el

皿anejo postcosecha que se le de al producto･ y que de

esta forma le aseguren calidad y longevidad que 畠on

condiciones indispensables en el proceso de

co山erCiali2:aCi6n,･ otra ventaia com_I)etitiva que se

tendr畠es manejar vol血menes grandes de productos･ 1o

que permitira poder negociar y obtener mejores precios

en el nercado interno come en el externo･ De esta

皿anera eStaremOS en la posibilidad de cu皿Dllr con los

objetivos propuestos anteriormente･ es decir econonia

de escala.

(2) ConceDtOS COnCretOS de la§ instalaciones･ nateriales

y los equipamientos solicit:ados (Sirvase describir cada

instalaci(5n, vo1血menes de log materiales y log equipo8.

cantidades y objetivoB de su utilizaci6n)

InstalacioneB

La actividad que se generar畠en el presente proyeCtO

de comerciali2:aCi6n para el est:e del paiB･ demanda la

construccibn de la島 facilidades qロe en t色rminos

て>.

ヽく
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generales incluyen tres unidades
de procesamiento de

productos agricolas que incluyen cada uno lag siguiente

instalaciones : basica皿ente eStar畠n constituidas
_DOT

dos

畠reas: Una externa incluyendo camina皿ientos vehicular

y peatonal. DarQueOS, Viviendas･ jardini2;aCidn.

circulaci6n: y otra internal confor皿ada 中or espacios

para la ad皿inistraci6n･ el centro de prOCeSa皿ineto･

bodegas y servIC10S de apovo (quardianias･

capacitaci6n･ etc･1･ La descripci(うn fisca de cada una

de ユas areas se preSenta a COntinuaci6n･

Descri_DCi6n fisica de ユas instalaciones

(1) Area Externa

Ci

consta de dos parqueos general con capacidad Dara

**
vehiculos:

Circulacidn Peatonal :

Esta disefiada con el ob_ieto de unir la adJttini-

stracibn. el centro de

_DrOCeSamiento
y los

servicios de apoyo.

Jardini2:aCi6n:

Area destinada para el meioramiento visual del

centro de procesamiento･ y papa pOSibles

ampliaci6n
de ユas instalacione8 en el futuro･

r21 Area エnterna

Esta area debido a lag necesidades requeridas For el

pro_recto. se subdivide en varias secciones=

Adninistraci6n. Centro de Procesamiento
_v

Servicios de

Apovo.

Administraci6n :

En tota1 色sta seccldn ocupa un area de **

mts.cuadrados y consta de log siguientes

ambientes :

- Oficina del Admini畠trador
- Oficina de T色cnicos Auxiliares

- Oficina de Contabilidad
- Secretaria

- Sala de Reunion
- Archivo

-

Servicios Sanitarios
I

gala de Espera

竜
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Ce

Este centre. de acuerdo a lag necesidades
de lag

fases que el centro de acopio requiere. esta

conformado por cuatrO CuartO frios･ una

instalacidn. destinada
_T)rincipalzTIente

para el

almacenamiento de la fruta y verduras. y la otra

para el empaque y clasificados･

ReceDCi6n :

Esta area esta COntemT)1ada para la recepci6n del

productos. y comprende aproximadanente ***

孤ts. cuadrados.

Lavado ▼ tratado:

comprendeun岳rea de *** mts･cuadrados･ dentro de

la cual se ubicaran seis (6) mesas. de 2･5mts･ de

ancho cadauna x 12mts. de largo: 1a8 que tendran

agua potable para lavar la fruta y verduras ademas

tendr畠n un espacio adicional para operar y para

mantener la fruta y verdura8 en eSpera de ser

conducido a la fase siquiente. de?endiendo de

producto pudiera utili2:arse en lugar lag mesas de

lavado maquinas especiales･ o eli皿inar esta

pract:ica del
_DrOCeSO･

Area*

En esta fase que clasifica la fruta y verdura de

acuerdo a su tamafio, aspecto fisco･ standares de

calidad y otras actividades de in_DOrtanCia･

utili2:a tm eSPaCio
de *** mts･cuadrados･

Bodecra v ClユartOS Frios:

Este ambiente se destina para almacenar la fmta

_v
verduras ya em_DaCadas y que se encuentran listas

para la venta･ en funci6n de la

_DrOducci6n
estinada a obtenerse en el centre de acoT)io se

nece6itan 4 cu8.rtOS frlos de 10 x 10 mts.cuadrados

(100 mts.cuadrados cada uno) v con un anden para

la car_qa y/o descarga de producto con el exterior･

Bodeqa General :

constituida porunさrea de 100 mts.cⅥadrados que

se utlli2:ara Para almacenar utileria: equipo v

herranienta agricola, insecticidas. insnmos･

ca'ias. empaques, saCOS etC･
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